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一　

問
題
の
所
在

　
「
二
つ
の
大
統
領
職
」
と
題
し
た
論
文
で
ア
ー
ロ
ン
・
ウ
ィ
ル
ダ
フ
ス
キ
ー
は
、

　

米
国
大
統
領
は
一
人
だ
が
、
米
国
に
は
二
つ
の
大
統
領
職
が
あ
る
。
一
つ
は
国
内
問
題
の
た
め
の
大
統
領
職
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
国
防
、
外
交
問
題
の
た
め
の
大
統
領
職
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
大
統
領
は
、
内
政
よ
り
も
国
防
、
外
交
政

策
の
管
理
の
面
で
成
功
を
収
め
て
き
た
（
（
（

。

と
述
べ
て
い
る
。

　

国
際
関
係
、
国
民
の
支
持
、
迅
速
な
対
応
と
一
貫
し
た
政
策
の
必
要
性
の
も
つ
複
雑
さ
の
た
め
に
、
外
交
問
題
に
対
処
す
る
大

統
領
職
は
強
力
で
あ
る
。
議
会
は
審
議
の
場
で
あ
り
、
国
際
的
危
機
に
迅
速
に
対
応
す
る
の
は
難
し
い
。
国
民
に
対
し
一
つ
の
決

然
と
し
た
声
で
話
す
必
要
が
あ
る
と
判
断
す
る
と
、
議
会
は
曲
が
り
な
り
に
も
一
時
的
に
大
統
領
を
支
援
す
る
場
合
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
憲
法
で
規
定
さ
れ
た
外
交
問
題
に
お
け
る
大
統
領
権
限
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
。
大
統
領
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
の
最
高

司
令
官
で
あ
り
、
大
使
を
指
名
、
接
受
し
、
条
約
交
渉
を
す
る
。
内
政
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
憲
法
で
規
定
さ
れ
た
権
限
は
さ
ほ

ど
で
は
な
く
、
世
論
の
支
持
も
外
交
政
策
の
よ
う
に
は
簡
単
に
得
ら
れ
ず
、
大
統
領
は
競
合
す
る
選
挙
区
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
相
反

す
る
要
求
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ウ
ィ
ル
ダ
フ
ス
キ
ー
の
前
述
論
文
に
よ
る
と
、
一
九
四
八
～
六
四
年
に
大
統
領
は
外
交
政
策
で
七
〇
％
前
後
議
会
か
ら
支
持
さ

れ
た
が
、
国
内
政
策
で
は
四
〇
％
前
後
の
支
持
を
受
け
た
だ
け
だ
っ
た
（
（
（

。
ウ
ィ
ル
ダ
フ
ス
キ
ー
は
、
大
統
領
は
外
交
、
国
防
政
策

に
お
い
て
よ
り
自
由
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
結
論
を
下
し
た
（
（
（

。
一
般
国
民
も
外
交
問
題
に
お
い
て
は
大
統
領
に
よ
り
自
由

を
与
え
る
。
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⃝
	

一
九
七
九
年
の
イ
ラ
ン
で
の
米
国
人
人
質
事
件
後
に
カ
ー
タ
ー
大
統
領
の
支
持
率
が
一
時
的
に
上
昇
し
た
。

⃝
	

一
九
八
三
年
に
グ
レ
ナ
ダ
に
米
軍
が
配
備
さ
れ
た
。
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が
配
備
の
論
理
的
根
拠
を
説
明
す
る
た
め
に
テ
レ

ビ
に
出
た
後
、
こ
の
作
戦
へ
の
支
持
率
が
約
三
〇
％
上
昇
し
た
。

⃝
	

一
九
九
四
年
九
月
、
ハ
イ
チ
の
緊
張
に
対
す
る
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
支
持
率
が
、
テ
レ
ビ
演
説
後
に
ほ
ぼ
二
〇
％
改
善

し
た
。

⃝
	

一
九
九
一
年
に
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
か
ら
イ
ラ
ク
を
撤
退
さ
せ
る
た
め
の
軍
事
行
動
を
命
じ
る
前
は
公
衆
の

ほ
ぼ
五
割
が
経
済
制
裁
の
効
果
が
出
る
ま
で
待
つ
べ
き
と
考
え
て
い
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
が
戦
闘
命
令
を
発
す
る
と
、
八
〇
％

以
上
が
大
統
領
の
決
定
を
支
持
し
た
（
（
（

。

　

米
国
人
は
外
交
政
策
に
お
い
て
大
統
領
を
支
持
し
、「rally round the flag

（
星
条
旗
の
下
に
結
集
す
る
）」
こ
と
は
愛
国
的

義
務
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
何
ら
か
の
国
際
的
危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
き
に
大
統
領
の
外
交
政
策
の
か
じ
取
り
を
批
判
す
る

こ
と
は
、
不
誠
実
で
、
無
責
任
で
、
米
国
人
に
あ
る
ま
じ
き
こ
と
と
さ
れ
る
。
し
か
し
大
統
領
は
こ
の
支
持
が
長
く
続
か
な
い
こ

と
を
承
知
し
て
い
る
（
（
（

。

　

大
統
領
が
自
由
に
行
動
で
き
る
と
い
う
こ
の
概
念
は
必
ず
し
も
当
て
は
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
時
と
し
て
野
党
が
議
会

を
支
配
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
大
統
領
の
方
が
、
内
政
よ
り
外
交
で
議
会
の
よ
り
大
き
な
支
持
を
得
る
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
民

主
党
の
大
統
領
は
国
防
に
強
く
、
共
和
党
の
大
統
領
は
外
交
に
強
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
（
（
（

。
最
近
の
研
究
で
は
、
大
統
領
が
内
政

よ
り
外
交
で
よ
り
自
由
に
力
を
発
揮
で
き
る
能
力
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
、
ポ
ス
ト
冷
戦
時
代
（
一
九
九
〇
～
九
八
年
）
に
は
弱

ま
っ
て
き
た
（
（
（

。
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二　

情
報
面
で
の
優
位
性

　

大
統
領
が
活
用
で
き
る
外
交
政
策
の
ツ
ー
ル
に
は
、
二
国
間
外
交
、
情
報
機
関
な
ど
に
よ
る
情
報
収
集
、
多
国
間
外
交
、
国
際

機
関
へ
の
参
加
、
通
商
関
係
、
海
外
援
助
な
ど
が
あ
る
。
情
報
機
関
に
よ
る
情
報
収
集
も
大
統
領
あ
る
い
は
議
会
に
よ
る
外
交
政

策
へ
の
関
与
の
重
要
な
部
分
を
担
う
。
大
統
領
が
活
用
で
き
る
外
交
政
策
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
大
統
領
自
身
に
加
え
て
、
国
務
長

官
、
特
使
、
国
務
副
長
官
、
米
通
商
代
表
、
数
百
人
の
外
交
官
な
ど
が
あ
る
。　

　

大
統
領
の
外
交
政
策
推
進
能
力
を
支
え
て
い
る
も
の
の
一
つ
は
情
報
で
あ
る
。
情
報
収
集
は
、
中
央
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
な
ど

の
情
報
機
関
が
行
う
だ
け
で
な
く
、
国
務
省
、
国
防
総
省
、
国
土
安
全
保
障
省
な
ど
様
々
な
政
府
機
関
が
情
報
収
集
の
機
能
を

持
っ
て
い
る
（
表
１
参
照
）。
人
気
ス
パ
イ
映
画
の
描
写
と
は
異
な
り
、
情
報
業
務
の
大
半
は
政
府
報
告
書
の
見
直
し
、
新
聞
閲

覧
、
有
識
者
に
他
の
国
々
が
何
を
し
て
い
る
か
を
伝
え
る
と
い
っ
た
日
常
業
務
で
あ
る
（
（
（

。
情
報
収
集
の
殆
ど
は
公
開
情
報
の
収
集

だ
が
、
秘
密
情
報
の
中
心
に
な
る
の
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
機
関
で
あ
る
（
（
（

。

　

外
交
に
お
け
る
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
重
要
性
が
強
く
認
識
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
米

国
の
ラ
オ
ス
へ
の
軍
事
支
援
で
果
た
し
た
役
割
や
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
フ
ィ
デ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
は
じ
め
外
国
指
導
者
の
暗
殺
計
画
や
チ
リ

の
ア
ジ
ェ
ン
デ
政
権
転
覆
工
作
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
一
九
四
七
年
国
家
安
全
保
障
法
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
が
、
設
立
当
初
は
専
ら
情
報
収
集
活
動
の
役
割
し
か
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
役
割
は
政
治
、
軍

事
な
ど
の
秘
密
工
作
も
含
む
幅
広
い
も
の
に
拡
大
し
て
い
っ
た
（
（（
（

。
議
会
が
一
九
四
九
年
に
制
定
し
た
法
律
に
よ
り
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
そ

の
活
動
を
議
会
に
報
告
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
そ
の
組
織
、
機
能
、
職
員
数
、
予
算
な
ど
の

情
報
公
開
義
務
は
帯
び
て
い
な
い
。
し
か
し
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
外
交
で
果
た
す
役
割
が
増
大
す
る
に
つ
れ
、
議
会
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
秘
密
性
に
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表１　情報収集にかかわる機関

国家情報長官（大統領の顧問であり、連邦政府内の情報コミュニティを統括する）
中央情報局（CIA）
国防総省

⃝国防情報局（DIA）
⃝国家安全保障局（NSA）
⃝国家地球空間情報局（NGA）
⃝国家偵察局（NRO）
⃝空軍情報監視偵察局（AFISR or AIA）
⃝陸軍情報保全コマンド（INSCOM）
⃝海兵隊情報アクティビティ（MCIA）
⃝海軍情報局（ONI）

国務省
⃝情報調査局（INR）

司法省
⃝連邦捜査局（FBI）, Directorate of Intelligence
⃝麻薬取締局（DEA）, Office of National Security Intelligence

エネルギー省
⃝情報部（OICI）

国土安全保障省
⃝湾岸警備情報部（CGI）
⃝情報分析局（I&A）

財務省
⃝テロリズム・金融情報局（TFI）

出典：	�Rosenbach, Eric and Aki J. Peritz, Confrontation or Collaboration? Congress and 
the Intelligence Community, a publication of The Intelligence and Policy Project of 
Harvard Kennedy School’s Belfer Center for Science and International Affairs, June 
2009, pp. 14-17.

	 http://belfercenter.ksg.harvard.edu/files/IC-book-finalasof12JUNE.pdf

対
し
て
懸
念
を
深
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
議
会
の
懸
念
に

対
応
し
て
、
ク
リ
ン
ト
ン
政

権
は
一
九
九
七
、
九
八
年
に

Ｃ
Ｉ
Ａ
を
含
む
全
て
の
米
情

報
機
関
の
総
予
算
額
を
公
開

し
た
。
し
か
し
二
〇
〇
一
年

九
月
一
一
日
米
同
時
多
発
テ

ロ
以
降
、
政
府
の
秘
密
保
持

の
傾
向
が
強
ま
り
、
Ｃ
Ｉ
Ａ

の
予
算
情
報
は
開
示
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
七
年

に
議
会
は
、
国
家
情
報
長
官

が
Ｃ
Ｉ
Ａ
を
含
む
全
情
報
機

関
の
総
予
算
を
会
見
年
度
終

了
後
三
〇
日
以
内
に
開
示
す

る
こ
と
を
義
務
付
け
る
法
律
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を
制
定
し
た
（
（（
（

。
Ｃ
Ｉ
Ａ
設
立
後
、
上
院
の
二
つ
の
小
委
員
会
、
下
院
の
二
つ
の
小
委
員
会
が
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
活
動
を
監
視
す
る
役
割
を

与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
数
も
少
な
く
実
際
に
は
効
果
的
監
視
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
（
（（
（

。
米
議
会
は
一
九
七
四
年
に

ヒ
ュ
ー
ズ
・
ラ
イ
ア
ン
修
正
条
項
を
制
定
し
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
政
治
、
軍
事
の
秘
密
工
作
活
動
を
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
を
義
務
付

け
、
四
つ
の
小
委
員
会
に
加
え
上
下
両
院
の
外
交
委
員
会
に
も
Ｃ
Ｉ
Ａ
活
動
の
「
タ
イ
ム
リ
ー
な
」
報
告
を
義
務
付
け
た
。
大
統

領
は
「
タ
イ
ム
リ
ー
」
が
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
報
告
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
自
由
に
解
釈
し
、
秘
密
工
作
活

動
に
つ
い
て
議
会
に
事
前
報
告
は
せ
ず
、
事
後
報
告
だ
け
に
止
め
た
（
（（
（

。

　

フ
ォ
ー
ド
大
統
領
は
一
九
七
五
年
に
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
活
動
を
調
査
さ
せ
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
一
九
七
六
年
二
月
に
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
新
た
に

外
国
要
人
の
暗
殺
に
関
与
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
行
政
命
令
を
出
し
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
活
動
監
視
の
た
め
情
報
監
視
委
員
会
を
設
立
し

た
。
さ
ら
に
カ
ー
タ
ー
大
統
領
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
を
全
て
の
情
報
機
関
の
活
動
に
対
す
る
責
任
、
軍
関
係
の
機
関
を
除
く
全
て
の
情

報
機
関
の
予
算
策
定
の
責
任
を
持
た
せ
た
。
さ
ら
に
上
下
両
院
各
々
の
情
報
委
員
会
に
Ｃ
Ｉ
Ａ
か
ら
情
報
を
請
求
で
き
る
権
限
を

付
与
し
た
。
こ
れ
ら
は
大
統
領
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
側
か
ら
の
Ｃ
Ｉ
Ａ
規
制
の
動
き
だ
が
、
議
会
側
か
ら
も
Ｃ
Ｉ
Ａ
規
制
の
動
き

が
強
ま
っ
た
。
上
院
、
下
院
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
独
自
調
査
を
行
い
、
議
会
に
よ
る
Ｃ
Ｉ
Ａ
へ
の
監
視
強
化
が
必
要
で
あ
る

と
結
論
を
下
し
た
。
さ
ら
に
議
会
は
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
監
視
機
能
を
も
つ
上
院
情
報
委
員
会
、
下
院
情
報
委
員
会
の
委
員
の
情
報
機
関
と

の
癒
着
を
防
止
す
る
た
め
に
、
情
報
委
員
の
任
期
を
上
院
は
八
年
以
内
、
下
院
は
六
年
以
内
に
制
限
し
た
。
た
だ
上
院
情
報
委
員

の
任
期
制
限
は
二
〇
〇
四
年
に
解
除
さ
れ
た
（
（（
（

。

　

一
九
八
〇
年
ま
で
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
議
会
の
八
つ
の
委
員
会
、
約
五
〇
人
の
議
員
に
報
告
義
務
を
負
っ
て
い
た
。
議
会
に
は
、
Ｃ
Ｉ

Ａ
の
活
動
へ
の
監
視
を
さ
ら
に
拡
大
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
と
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
す
で
に
過
度
に
監
視
や
制
約
を
受
け
て
お
り
、
国
際

情
勢
の
複
雑
化
、
テ
ロ
な
ど
の
脅
威
増
大
に
鑑
み
て
Ｃ
Ｉ
Ａ
へ
の
制
約
を
緩
和
し
て
よ
り
自
由
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ

武蔵野法学第 5・6 号

216



と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
大
統
領
や
Ｃ
Ｉ
Ａ
か
ら
は
議
会
へ
の
過
度
の
報
告
義
務
に
よ
り
、
情
報
リ
ー
ク
の
危
険
が
高
ま

り
、
秘
密
工
作
活
動
の
秘
密
保
持
が
困
難
に
な
っ
て
お
り
、
活
動
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
と
い
う
不
満
が
強
ま
っ
て
い
る
（
（（
（

。

　

カ
ー
タ
ー
政
権
末
期
の
一
九
八
〇
年
に
は
情
報
監
視
法
（
情
報
活
動
説
明
責
任
法
）
が
議
会
に
よ
り
制
定
さ
れ
、
ヒ
ュ
ー
ズ
・

ラ
イ
ア
ン
修
正
条
項
の
廃
止
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
報
告
義
務
を
負
う
議
会
の
委
員
会
を
上
下
両
院
の
情
報
委
員
会
だ
け
に
限
定
す
る
、
二

つ
の
情
報
委
員
会
は
報
告
さ
れ
た
秘
密
工
作
活
動
に
拒
否
権
を
行
使
で
き
な
い
、
大
統
領
が
重
要
な
国
益
を
理
由
と
し
て
二
委
員

会
へ
の
情
報
開
示
を
制
限
で
き
る
な
ど
の
内
容
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
統
領
は
情
報
収
集
、
秘
密
工
作
活
動
の
遂
行

に
お
い
て
、
相
当
な
自
由
と
裁
量
権
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
一
九
八
〇
年
の
法
律
に
よ
り
、
大
統
領
や
Ｃ
Ｉ

Ａ
は
従
来
、
秘
密
工
作
活
動
の
事
前
報
告
を
避
け
て
き
た
が
、
通
常
の
状
況
で
は
工
作
活
動
の
事
前
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
現
実
に
は
同
法
は
議
会
の
意
図
通
り
に
は
実
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
ケ
イ
シ
ー
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
な

ど
は
、
秘
密
工
作
活
動
の
議
会
へ
の
事
前
報
告
を
怠
っ
て
き
た
と
い
う
批
判
を
受
け
た
。
一
九
九
一
年
に
議
会
が
制
定
し
た
法

律
は
、
大
統
領
が
尋
常
で
な
い
事
態
に
お
い
て
、
秘
密
工
作
活
動
の
議
会
へ
の
事
前
報
告
を
遅
ら
せ
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
る
。

二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
テ
ロ
以
降
、
秘
密
工
作
活
動
の
議
会
へ
の
報
告
は
か
な
り
限
定
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

　

大
統
領
は
常
時
、
国
務
省
情
報
調
査
局
、
国
防
情
報
局
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
か
ら
国
際
情
勢
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
外

交
関
連
の
情
報
量
は
議
会
や
公
衆
を
は
る
か
に
凌
ぐ
。
議
会
、
公
衆
が
外
交
関
連
情
報
で
行
政
府
に
依
存
し
て
お
り
。
大
統
領
は

外
交
問
題
の
判
断
で
主
導
権
を
握
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
統
領
の
こ
う
し
た
情
報
面
で
の
優
位
性
は
、
金
融
、
医
療
、
犯
罪
、
環

境
な
ど
の
内
政
で
は
存
在
し
な
い
。
公
衆
が
外
交
で
情
報
・
知
識
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
外
交
に
つ
い
て
の
既
成
概
念

も
殆
ど
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
た
め
大
統
領
が
外
交
に
関
し
て
世
論
形
成
の
主
導
権
を
握
り
や
す
い
。

　

ま
た
内
政
に
比
べ
外
交
で
は
、
政
策
に
影
響
を
与
え
よ
う
と
す
る
利
益
団
体
が
少
な
い
。
こ
の
た
め
大
統
領
は
外
交
政
策
を
コ
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ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
い
。
米
国
内
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
は
自
分
た
ち
の
母
国
、
祖
国
に
対
す
る
米
外
交
政
策
に
関
心
を
持

ち
、
影
響
を
与
え
よ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
は
特
定
の
外
交
問
題
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
問
題
が
解
消
さ
れ
れ
ば
そ
の
影
響
力
も
な

く
な
る
。
国
内
政
策
に
関
心
を
持
ち
、
影
響
を
与
え
よ
う
と
す
る
利
益
団
体
は
は
る
か
に
多
く
、
強
力
で
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
及

ん
で
い
る
。

　

ま
た
外
交
に
お
い
て
は
、
米
国
対
潜
在
敵
国
、
外
部
か
ら
の
脅
威
と
い
う
構
造
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
米
国
民
に
は
大
統
領
を

支
持
し
て
外
部
の
敵
や
脅
威
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
心
理
が
働
く
。
米
国
が
国
際
的
危
機
に
直
面
す
る
時
に
大
統
領
へ
の
支
持
率

が
急
上
昇
す
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　

ま
た
米
国
憲
法
は
、
大
統
領
に
軍
の
最
高
司
令
官
、
条
約
交
渉
の
地
位
と
権
限
を
付
与
し
て
お
り
、
大
統
領
は
外
交
イ
ニ
シ
ャ

チ
ィ
ブ
を
取
る
権
限
が
あ
る
。
議
会
が
そ
れ
に
逆
ら
う
こ
と
は
難
し
い
。

　

し
か
し
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
イ
ラ
ク
戦
争
を
通
じ
て
、
大
統
領
の
外
交
政
策
で
の
判
断
、
イ
ニ
シ
ャ
チ
ィ
ブ
に
対
す
る
懐
疑
的
見

方
が
強
ま
っ
た
。
ま
た
議
会
も
ス
タ
ッ
フ
が
増
え
て
組
織
が
強
大
化
し
、
独
自
の
外
交
問
題
に
関
す
る
情
報
収
集
、
分
析
能
力
を

備
え
る
よ
う
に
な
り
、
大
統
領
の
外
交
関
連
情
報
に
お
け
る
優
位
性
が
な
く
な
っ
て
き
た
。
技
術
の
発
達
、
メ
デ
ィ
ア
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
報
道
能
力
に
よ
り
、
議
会
、
公
衆
が
外
交
関
連
で
情
報
を
得
る
能
力
が
さ
ら
に
拡
大
し
、
大
統
領
の
優
位
性
が
さ
ら
に

損
な
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
相
互
依
存
性
の
増
大
に
よ
り
、
海
外
の
状
況
が
米
国
民
に
直
接
影
響
す

る
機
会
が
増
え
、
外
交
問
題
に
関
心
、
利
害
を
も
つ
利
益
団
体
も
急
増
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
従
来
国
内
問
題
だ
っ
た
環

境
、
輸
送
、
通
信
、
金
融
な
ど
の
国
際
化
が
進
み
、
外
交
問
題
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
大
統

領
の
外
交
に
お
け
る
主
導
権
を
弱
め
る
効
果
を
生
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
自
由
貿
易
主
義
者
だ
っ
た
が
、
国

内
の
自
動
車
業
界
か
ら
の
圧
力
で
日
本
に
三
年
間
に
わ
た
る
自
動
車
対
米
輸
出
自
主
規
制
を
迫
る
な
ど
保
護
主
義
的
政
策
を
導
入
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せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
中
国
か
ら
の
繊
維
製
品
の
輸
入
枠
の
一
時
的
縮
小
、
ブ
ッ
シ
ュ
の
中
国
へ
の
最
恵

国
待
遇
付
与
を
批
判
し
て
い
た
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
に
よ
る
中
国
最
恵
国
待
遇
更
新
も
利
益
団
体
の
圧
力
の
例
で
あ
る
。
さ
ら
に

冷
戦
終
結
に
よ
り
議
会
が
反
ソ
路
線
で
大
統
領
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
必
要
性
が
減
っ
た
こ
と
、
議
会
の
政
党
間
の
党
派
対
立
の
激

化
も
、
大
統
領
の
外
交
に
対
す
る
支
配
力
を
減
じ
る
結
果
を
生
ん
だ
（
（（
（

。

三　

戦
争
遂
行
権
限

　

大
統
領
と
議
会
の
対
立
は
、
戦
争
遂
行
、
条
約
閣
僚
や
条
約
交
渉
担
当
者
の
指
名
・
指
名
承
認
、
環
境
問
題
、
国
際
司
法
問
題

な
ど
で
起
こ
っ
て
き
た
。
な
か
で
も
、
最
も
大
き
な
議
論
を
引
き
起
こ
し
、
深
刻
な
対
立
を
生
ん
で
き
た
の
は
、
戦
争
遂
行
を
め

ぐ
る
権
限
の
対
立
で
あ
る
。

　

合
衆
国
憲
法
は
大
統
領
に
軍
の
最
高
司
令
官
と
し
て
の
地
位
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
議
会
に
は
宣
戦
布
告
の

権
限
を
与
え
て
い
る
。
連
邦
議
会
の
権
限
を
中
心
と
し
て
見
れ
ば
、
戦
争
は
ま
ず
連
邦
議
会
が
宣
戦
布
告
し
、
戦
争
が
開
始
さ
れ

れ
ば
大
統
領
が
最
高
司
令
官
と
し
て
戦
争
を
総
指
揮
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
戦
争
開
始
は
、
連
邦
議
会
の
支
持
と
承
認
が
前

提
に
な
る
と
見
る
。
大
統
領
の
権
限
を
中
心
と
し
て
見
れ
ば
、
大
統
領
は
軍
の
最
高
司
令
官
と
し
て
、
米
国
と
米
国
民
の
安
全
を

守
る
義
務
と
権
限
が
あ
り
、
そ
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
き
に
は
即
時
に
軍
を
動
員
す
る
権
限
を
も
つ
。
議
会
の
承
認
を

待
っ
て
い
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
場
合
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
時
に
軍
隊
を
動
員
す
る
の
は
大
統
領
の
総
司
令
官
と
し
て
の
権
限
に

基
づ
く
裁
量
権
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
た
め
米
国
で
は
歴
史
的
に
戦
争
権
限
を
め
ぐ
る
大
統
領
と
議
会
の
対
立
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
。
対
立
は
、
ど
う
い
う
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状
態
を
戦
争
と
考
え
る
か
の
定
義
の
段
階
か
ら
存
在
し
て
き
た
。
連
邦
最
高
裁
判
所
は
一
八
六
二
年
に
、
戦
争
は
議
会
に
よ
る
公

式
の
宣
戦
布
告
が
な
い
状
態
で
も
、
戦
闘
状
態
が
存
在
す
れ
ば
戦
争
と
見
な
さ
れ
る
と
い
う
判
決
を
下
し
た
。
ま
た
過
去
に
お
い

て
も
、
議
会
の
宣
戦
布
告
な
し
で
も
戦
争
が
行
わ
れ
て
き
た
例
が
多
く
、
そ
れ
が
既
成
事
実
化
し
て
い
る
。
米
国
史
上
、
米
国
は

い
わ
ゆ
る
戦
争
を
一
二
五
回
以
上
経
験
し
て
き
た
が
、
そ
の
中
で
議
会
が
公
式
に
宣
戦
布
告
を
し
た
の
は
、
一
八
一
二
年
戦
争
、

米
西
戦
争
、
メ
キ
シ
コ
と
の
戦
争
、
第
一
次
大
戦
、
第
二
次
大
戦
の
五
回
だ
け
で
あ
る
。

　

大
統
領
は
歴
史
的
に
、
宣
戦
布
告
な
し
の
戦
争
を
軍
の
最
高
司
令
官
と
し
て
の
権
限
を
根
拠
に
弁
護
し
て
き
た
。
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
ー
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、
大
統
領
の
軍
最
高
司
令
官
と
し
て
の
権
限
を
象
徴
的
な
も
の
と
見
て
、
実
際
の
軍
事
戦
略
、
戦
術
は
制

服
組
の
軍
人
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
と
し
て
き
た
。
し
か
し
現
実
に
は
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
リ
ン
ド
ン
・
ジ
ョ
ン

ソ
ン
な
ど
の
大
統
領
は
、
第
二
次
大
戦
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
軍
事
作
戦
、
戦
術
の
決
定
に
も
深
く
関
与
し
て

き
た
。
一
九
五
〇
年
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
、
ハ
リ
ー
・
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
議
会
の
宣
戦
布
告
あ
る
い
は
支
持
決
議
す
ら

も
な
く
、
独
断
で
米
軍
を
朝
鮮
半
島
に
派
遣
し
、
三
年
間
の
戦
争
を
戦
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は

一
九
六
四
年
の
ト
ン
キ
ン
湾
事
件
に
お
い
て
議
会
が
圧
倒
的
多
数
で
支
持
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
大
量
の
米
軍
を
ベ
ト
ナ
ム
に
投

入
し
、
そ
れ
を
正
当
化
し
た
。
憲
法
学
者
ル
イ
ス
・
ヘ
ン
キ
ン
は
、
連
邦
議
会
の
効
果
的
な
反
対
な
し
で
大
統
領
が
軍
隊
を
繰
り

返
し
戦
争
に
送
り
出
し
て
き
た
こ
と
が
、
大
統
領
の
戦
争
権
限
を
既
成
事
実
化
し
て
き
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
米
軍
派
兵
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
軍
事
介
入
は
、
大
統
領
の
戦
争
遂

行
権
限
を
め
ぐ
る
議
論
を
引
き
起
こ
し
た
。
米
国
憲
法
は
宣
戦
布
告
の
権
限
を
議
会
に
付
与
し
、
大
統
領
に
は
軍
最
高
司
令
官
と

し
て
す
で
に
開
始
さ
れ
た
戦
争
を
指
揮
す
る
権
限
を
与
え
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
は
一
七
九
三
年
に
英
仏
戦
争
で
の
中
立

を
宣
言
し
た
が
、
議
会
の
権
限
を
奪
っ
た
と
批
判
が
起
こ
り
、
そ
の
後
中
立
宣
言
の
権
限
も
議
会
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
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る
。
第
二
代
の
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
大
統
領
の
時
、
議
会
は
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
宣
戦
布
告
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
ア
ダ

ム
ズ
大
統
領
が
フ
ラ
ン
ス
と
限
定
的
戦
争
を
戦
う
こ
と
を
承
認
す
る
法
案
を
可
決
し
た
。
第
三
代
の
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー

ソ
ン
大
統
領
時
代
に
、
地
中
海
で
ト
リ
ポ
リ
の
艦
船
に
米
国
の
ス
ク
ー
ナ
ー
船
が
攻
撃
さ
れ
た
時
、
議
会
は
戦
争
を
仕
掛
け
ら

れ
た
場
合
は
米
国
は
自
動
的
に
戦
争
状
態
に
な
り
戦
争
遂
行
に
お
い
て
議
会
の
宣
戦
布
告
は
不
必
要
と
い
う
立
場
に
立
っ
た
。

一
八
一
七
年
に
原
住
民
の
セ
ミ
ノ
ー
ル
族
が
ス
ペ
イ
ン
領
フ
ロ
リ
ダ
か
ら
米
国
領
を
襲
撃
し
た
時
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
モ
ン
ロ
ー
大

統
領
は
議
会
の
承
認
な
し
で
軍
隊
を
派
遣
し
た
。
こ
の
先
例
は
「
ホ
ッ
ト
・
パ
ー
ス
ー
ト
（
緊
急
越
境
追
跡
）」
ド
ク
ト
リ
ン
と

し
て
、
後
に
朝
鮮
半
島
、
ラ
オ
ス
へ
の
軍
事
介
入
を
正
当
化
す
る
の
に
使
わ
れ
た
（
（（
（

。

　

海
外
で
米
国
人
の
生
命
と
資
産
が
脅
か
さ
れ
る
状
況
で
、
議
会
は
大
統
領
が
米
軍
を
派
遣
し
、
そ
の
後
議
会
に
報
告
、
承
認
を

求
め
る
こ
と
を
許
容
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
後
代
の
大
統
領
に
よ
り
濫
用
さ
れ
て
き
た
。
テ
キ
サ
ス
併
合
を
メ
キ
シ
コ
が

拒
絶
し
た
と
き
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ポ
ー
ク
大
統
領
は
米
メ
キ
シ
コ
戦
争
で
、
挑
発
な
ど
に
よ
り
戦
争
が
不
可
避
な
状
態
を
作
り
出

し
、
戦
争
状
態
を
議
会
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
議
会
の
宣
戦
布
告
の
権
限
を
迂
回
し
た
（
（（
（

。
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン

を
含
む
数
人
の
議
員
は
ポ
ル
ク
大
統
領
の
行
為
を
違
憲
と
し
て
異
議
を
申
し
立
て
た
。
し
か
し
リ
ン
カ
ー
ン
自
身
、
大
統
領
に

な
っ
た
後
に
議
会
の
承
認
な
し
で
南
部
連
合
の
海
上
封
鎖
を
実
行
す
る
た
め
に
軍
隊
を
動
員
し
た
。
議
会
の
宣
戦
布
告
な
し
で
の

海
上
封
鎖
を
違
憲
と
す
る
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
た
が
、
最
高
裁
は
南
部
連
合
の
武
装
蜂
起
や
侵
略
で
す
で
に
戦
争
状
態
が
存
在
し
て

お
り
、
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
は
議
会
の
宣
戦
布
告
を
待
た
ず
し
て
軍
事
行
動
で
き
る
と
判
決
し
た
（
（（
（

。
リ
ン
カ
ー
ン
は
国
家
が
存
続

の
危
機
に
直
面
す
る
特
殊
な
状
況
を
訴
え
て
お
り
、
リ
ン
カ
ー
ン
自
身
戦
争
開
始
権
限
が
大
統
領
の
権
限
に
含
ま
れ
る
と
い
う
主

張
は
し
た
こ
と
が
な
い
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
大
統
領
は
一
九
〇
〇
年
、
議
会
の
承
認
な
し
で
、
反
乱
鎮
圧
を
名
目
に

五
〇
〇
〇
人
の
米
軍
兵
士
を
中
国
に
派
兵
し
た
。
中
国
は
す
ぐ
に
米
国
に
宣
戦
布
告
し
た
が
、
議
会
は
一
方
的
派
兵
に
異
議
を
唱
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え
ず
、
議
会
の
宣
戦
布
告
権
限
が
さ
ら
に
弱
ま
る
結
果
を
生
み
出
し
た
。
こ
れ
は
米
大
統
領
が
独
断
で
西
半
球
以
外
の
主
権
国
家

に
派
兵
し
た
最
初
の
例
と
な
っ
た
。

　

セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
も
米
国
人
の
人
命
と
資
産
保
護
の
必
要
性
を
理
由
に
、
議
会
と
の

協
議
な
し
で
カ
リ
ブ
海
諸
国
に
軍
事
介
入
し
た
。
議
員
の
殆
ど
は
こ
れ
を
支
持
し
、
議
会
は
法
律
的
反
論
は
し
な
か
っ
た
。
リ
ン

ド
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
一
九
六
五
年
に
人
命
、
資
産
保
護
を
口
実
に
、
実
際
に
は
共
産
化
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和

国
に
二
万
二
〇
〇
〇
人
の
米
軍
兵
士
を
派
兵
し
た
（
（（
（

。
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
第
一
期
政
権
末
に
連
邦
最
高
裁
は
カ
ー

チ
ス
・
ラ
イ
ト
判
例
で
大
統
領
の
外
交
問
題
で
の
役
割
、
権
限
を
論
じ
、
大
統
領
だ
け
が
外
交
に
お
け
る
十
分
な
知
識
を
持
つ
と

い
う
理
由
か
ら
、
憲
法
に
規
定
が
な
く
て
も
大
統
領
が
固
有
の
権
限
を
持
つ
と
の
判
断
を
下
し
た
。「
合
衆
国
対
カ
ー
チ
ス
・
ラ

イ
ト
輸
出
社
」
判
決
で
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
判
事
は
、「
国
際
関
係
の
領
域
に
お
け
る
連
邦
政
府
の
唯
一
の
機
関
と
し
て
の
大
統
領
の

無
条
件
か
つ
独
占
的
な
権
限
」
と
述
べ
、「
大
統
領
だ
け
が
国
の
代
表
者
と
し
て
話
し
、
聞
く
権
利
を
有
す
る
」
と
付
け
加
え
た
。

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
一
九
四
一
年
一
二
月
六
日
の
真
珠
湾
攻
撃
を
受
け
て
議
会
が
戦
争
開
始
を
承
認
す
る
前
三

カ
月
間
に
わ
た
り
、
議
会
の
事
前
協
議
や
承
認
な
し
で
大
西
洋
で
ド
イ
ツ
と
の
事
実
上
の
戦
闘
を
軍
に
命
じ
、
実
行
し
て
い
た
（
（（
（

。

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
自
身
、
そ
の
合
憲
性
に
疑
問
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
が
、
議
会
は
異
議
を
唱
え
な
か
っ
た
。

　

ハ
リ
ー
・
ト
ル
ー
マ
ン
は
北
朝
鮮
が
韓
国
に
南
進
開
始
し
た
二
日
後
に
、
米
韓
間
に
相
互
防
衛
協
定
は
な
く
韓
国
政
府
か
ら
要

請
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
会
の
承
認
な
し
で
米
空
軍
、
海
軍
部
隊
の
朝
鮮
半
島
派
兵
を
命
じ
、
議
会
指
導
者
に
は
事

後
通
知
し
た
だ
け
だ
っ
た
。
こ
れ
は
国
連
安
全
保
障
理
事
会
が
朝
鮮
半
島
で
の
北
朝
鮮
軍
撃
退
の
た
め
の
武
力
行
使
を
承
認
す
る

一
日
前
だ
っ
た
（
（（
（

。
さ
ら
に
ト
ル
ー
マ
ン
は
数
日
後
、
朝
鮮
半
島
に
地
上
部
隊
派
遣
を
命
じ
た
が
、
そ
の
際
も
大
統
領
の
軍
最
高
司

令
官
と
し
て
の
権
限
で
そ
れ
は
可
能
で
あ
り
。
議
会
の
承
認
は
不
必
要
と
の
立
場
を
取
っ
た
（
（（
（

。
大
統
領
が
軍
最
高
司
令
官
と
し
て
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他
の
主
権
国
家
と
戦
争
を
開
始
す
る
憲
法
上
の
権
限
を
持
つ
と
主
張
し
た
の
が
、
米
国
史
上
で
こ
れ
が
初
め
て
だ
っ
た
。
議
員
の

大
多
数
は
そ
れ
に
同
調
し
、
事
実
上
議
会
の
宣
戦
布
告
の
憲
法
上
の
権
限
を
自
主
的
に
大
統
領
に
譲
る
立
場
に
立
っ
た
。
ア
イ
ゼ

ン
ハ
ワ
ー
は
大
統
領
権
限
を
よ
り
制
約
さ
れ
た
も
の
と
考
え
、
中
東
に
お
け
る
共
産
勢
力
阻
止
や
台
湾
防
衛
な
ど
で
議
会
の
事
前

承
認
を
求
め
、
承
認
決
議
を
勝
ち
取
っ
た
（
（（
（

。
し
か
し
議
会
指
導
者
は
大
統
領
は
こ
う
し
た
武
力
行
使
に
お
い
て
議
会
の
事
前
承
認

は
必
要
な
い
と
い
う
立
場
を
表
明
し
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
は
就
任
二
年
後
に
キ
ュ
ー
バ
の
ミ
サ
イ
ル
危
機
に
対
応
し
て
、
議
会
の
事
前

同
意
な
し
で
ソ
連
と
の
軍
事
対
決
覚
悟
で
キ
ュ
ー
バ
の
海
上
封
鎖
を
断
行
し
た
。
効
果
的
な
海
上
封
鎖
に
は
極
秘
の
う
ち
に
進
め

る
必
要
が
あ
り
、
議
会
と
事
前
協
議
す
れ
ば
秘
密
性
を
保
て
な
か
っ
た
し
、
議
会
も
そ
の
点
を
理
解
し
た
。

四　

戦
争
権
限
法

　

一
九
六
〇
年
代
ま
で
戦
争
権
限
は
徐
々
に
議
会
か
ら
大
統
領
に
移
行
し
て
き
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
契
機
に
議
会
は
議
会
の

宣
戦
布
告
権
限
、
戦
争
開
始
権
限
領
域
へ
の
大
統
領
の
権
限
拡
大
を
見
直
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
見
直
し
は
、
米
国
の
ベ
ト
ナ

ム
政
策
の
破
綻
と
米
情
報
機
関
や
国
防
総
省
の
同
戦
争
に
つ
い
て
の
情
報
操
作
に
対
す
る
不
信
に
よ
り
助
長
さ
れ
た
。
一
九
六
四

年
の
ト
ン
キ
ン
湾
決
議
の
際
の
行
政
府
の
戦
争
情
報
統
制
は
そ
の
例
で
あ
る
。
リ
ン
ド
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
米
国
が
直
接
軍
事
攻

撃
を
受
け
な
く
て
も
、
海
外
の
突
然
の
軍
事
行
為
が
米
国
の
安
全
を
脅
か
す
場
合
は
、
大
統
領
は
軍
隊
を
派
遣
す
る
権
限
を
持

ち
、
議
会
の
承
認
決
議
は
必
要
な
い
と
い
う
立
場
を
、
過
去
の
大
統
領
の
先
例
に
基
づ
い
て
取
っ
た
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン

は
、
米
国
人
の
人
命
を
保
護
す
る
と
い
う
名
目
で
、
議
会
と
の
事
前
、
事
後
協
議
な
し
で
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
は
中
立
だ
っ
た
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
共
産
主
義
ゲ
リ
ラ
の
聖
域
を
破
壊
す
る
た
め
に
米
軍
を
派
兵
し
、
爆
撃
な
ど
の
武
力
行
使
を
行
っ
た
。
一
九
六
九
～
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七
〇
年
お
よ
び
米
軍
撤
退
後
の
一
九
七
三
年
三
月
の
米
軍
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
爆
撃
は
軍
の
情
報
操
作
に
よ
り
議
会
や
公
衆
に
知
ら
れ

な
い
よ
う
秘
密
に
し
て
実
行
さ
れ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
の
場
合
は
、
軍
事
行
動
を
議
会
か
ら
隠
ぺ
い
し
、
議
会
の
事
前
承
認
を
求
め
な

か
っ
た
だ
け
で
な
く
事
後
報
告
も
し
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
連
邦
議
会
は
一
九
七
三
年
に
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
に
よ
る
拒
否
権
を
覆
す
形
で
、
戦
争
権
限
法
を
承

認
し
た
（
（（
（

。
大
統
領
は
こ
れ
ま
で
、
戦
争
権
限
法
は
大
統
領
の
軍
最
高
司
令
官
と
し
て
の
憲
法
上
の
権
限
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ

り
、
違
憲
で
あ
る
と
主
張
し
て
き
た
。
と
く
に
大
統
領
は
、
戦
争
権
限
法
の
三
番
目
の
部
分
で
あ
る
議
会
が
然
る
べ
き
措
置
を
講

じ
な
い
場
合
の
軍
隊
撤
収
を
義
務
づ
け
た
条
項
に
対
し
て
は
、
大
統
領
が
承
認
し
た
議
会
の
措
置
あ
る
い
は
大
統
領
の
拒
否
権
を

覆
し
て
な
さ
れ
る
議
会
の
措
置
の
み
が
法
的
拘
束
力
を
持
つ
と
い
う
立
場
か
ら
、
同
条
項
は
無
効
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
し
て
き

た
。
一
九
八
三
年
一
月
二
三
日
の
連
邦
最
高
裁
判
決
は
こ
の
大
統
領
の
立
場
を
支
持
し
た
（
（（
（

。
現
実
に
は
、
戦
争
権
限
法
の
こ
の
条

項
が
実
行
さ
れ
た
例
は
ま
だ
な
い
。

　

議
会
の
戦
争
権
限
見
直
し
の
結
果
は
、
一
九
七
三
年
の
戦
争
権
限
決
議
の
採
択
で
あ
っ
た
。
同
決
議
は
、
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
機

会
で
の
議
会
と
の
事
前
協
議
、
米
軍
部
隊
の
海
外
派
遣
、
増
派
後
四
八
時
間
以
内
の
大
統
領
に
よ
る
議
会
へ
の
報
告
、
議
会
に
よ

る
宣
戦
布
告
、
期
限
延
期
、
会
合
不
能
で
な
い
場
合
の
大
統
領
報
告
か
ら
六
〇
日
以
内
の
武
力
行
使
停
止
、
米
軍
部
隊
派
遣
が
宣

戦
布
告
あ
る
い
は
武
力
行
使
承
認
決
議
な
し
で
実
施
さ
れ
て
い
る
状
況
で
議
会
が
撤
収
決
議
を
す
る
場
合
の
大
統
領
に
よ
る
米
軍

部
隊
撤
収
な
ど
の
条
項
を
含
ん
で
い
た
。
最
後
の
条
項
は
一
九
八
三
年
に
最
高
裁
判
決
に
よ
り
違
憲
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
連
邦

最
高
裁
は
一
九
八
三
年
に
、
議
会
が
行
政
措
置
を
上
院
、
下
院
、
委
員
会
な
ど
の
決
定
に
よ
り
無
効
に
す
る
議
会
拒
否
権
を
違
憲

と
す
る
判
決
を
下
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

派
兵
前
の
議
会
と
の
事
前
協
議
が
可
能
か
ど
う
か
の
判
断
は
大
統
領
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
事
前
協
議
も
明
確
に
定
義
さ
れ
て
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い
な
い
た
め
、
そ
れ
が
通
知
な
の
か
、
助
言
を
求
め
る
の
か
も
大
統
領
の
判
断
に
な
る
。
あ
る
意
味
で
は
、
戦
争
権
限
決
議
は
大

統
領
に
議
会
の
事
前
承
認
な
し
で
米
軍
部
隊
を
派
遣
す
る
法
的
権
限
を
与
え
た
こ
と
に
な
る
。
現
実
的
に
は
、
海
外
で
緊
急
の
軍

事
危
機
が
発
生
し
た
場
合
に
大
統
領
は
議
会
の
事
前
承
認
を
得
る
時
間
が
な
い
可
能
性
が
高
く
、
議
会
も
現
地
の
情
報
は
大
統
領

に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性
が
強
い
。
ま
た
米
国
の
公
衆
も
危
機
に
際
し
て
は
大
統

領
を
中
心
に
結
束
し
よ
う
と
す
る
力
が
強
く
働
き
、
議
会
は
大
統
領
を
支
持
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
可
能
性
が
強
い
。
議
会
は
不

十
分
な
情
報
を
も
と
に
米
軍
部
隊
派
遣
の
可
否
を
決
め
る
よ
り
も
、
当
初
は
大
統
領
に
派
兵
の
判
断
を
委
ね
、
よ
り
情
報
が
入
っ

て
き
た
段
階
で
一
定
の
時
間
を
か
け
て
派
兵
の
承
認
あ
る
い
は
撤
兵
を
決
め
る
方
が
い
い
と
考
え
た
。
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
、
決

議
が
大
統
領
の
軍
最
高
司
令
官
と
し
て
の
憲
法
上
の
権
限
を
侵
害
し
、
米
軍
撤
収
期
限
を
定
め
る
こ
と
は
危
機
を
よ
り
深
刻
化
さ

せ
る
と
考
え
て
、
戦
争
権
限
決
議
に
拒
否
権
を
行
使
し
た
。
議
会
は
そ
の
後
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
の
拒
否
権
を
上
下
両
院
で
の
表

決
で
覆
し
た
。

　

カ
ー
タ
ー
の
イ
ラ
ン
人
質
救
出
作
戦
、
レ
ー
ガ
ン
の
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
作
戦
や
リ
ビ
ア
爆
撃
な
ど
は
、
前
日
あ
る
い
は
数
時
間
前

に
少
数
の
議
員
が
武
力
行
使
に
つ
い
て
通
知
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。
リ
ビ
ア
爆
撃
に
関
し
て
は
、
一
部
の
共
和
党
議
員
は
テ
ロ
に

対
応
し
て
の
軍
事
行
動
全
部
を
戦
争
権
限
決
議
の
適
用
か
ら
免
除
す
る
法
案
を
議
会
に
提
出
し
た
。
大
統
領
は
軍
事
作
戦
遂
行
に

際
し
て
要
求
さ
れ
る
絶
対
的
な
秘
密
保
持
の
必
要
か
ら
、
議
会
と
の
事
前
協
議
は
問
題
外
だ
っ
た
と
主
張
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ（
父
）

は
一
九
九
〇
年
八
月
に
一
五
万
人
の
米
軍
部
隊
を
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
派
遣
す
る
際
や
一
一
月
に
五
〇
万
人
に
派
兵
規
模
を
拡
大

す
る
際
に
、
議
会
は
休
会
中
で
議
会
と
の
事
前
協
議
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　

二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
米
同
時
多
発
テ
ロ
へ
の
報
復
と
し
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
（
息
子
）
は
ア
ル
カ
イ
ダ
と
ア
ル
カ
イ
ダ
に
隠
れ

家
を
提
供
し
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
タ
リ
バ
ン
政
権
に
対
す
る
武
力
行
使
に
踏
み
切
っ
た
。
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ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
武
力
行
使
を
決
定
し
た
。
連
邦
議
会
に
対
し
て
武
力
行
使
承
認
決
議
を
求
め
た
。

議
会
は
圧
倒
的
多
数
で
こ
の
決
議
を
承
認
し
た
。
国
際
テ
ロ
と
の
戦
い
が
最
優
先
課
題
に
な
っ
た
。
議
会
側
か
ら
戦
争
権
限
法
を

盾
に
反
対
す
る
動
き
は
全
く
起
こ
ら
ず
、
大
統
領
の
戦
争
権
限
を
議
会
も
ほ
ぼ
無
条
件
で
支
持
し
た
。
共
和
党
も
民
主
党
も
、
有

事
に
あ
っ
て
大
統
領
と
一
致
団
結
す
る
と
い
う
立
場
で
大
統
領
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
軍
事
行
動
を
支
持
し
、
米
国
民
の
大
統

領
へ
の
支
持
率
も
九
〇
％
前
後
と
い
う
記
録
的
高
水
準
に
達
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
こ
の
記
録
的
な
高
支
持
率
を
活
用
し

て
、「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
と
い
う
大
義
名
分
の
も
と
に
国
内
、
対
外
的
に
大
統
領
権
限
を
強
化
す
る
一
連
の
措
置
を
打
ち
出
し
た
。

連
邦
捜
査
局
（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）
な
ど
法
執
行
機
関
の
捜
査
権
限
を
大
幅
に
強
化
す
る
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
（
愛
国
）
法
を
議
会
に
提
出
、
制

定
し
、
大
統
領
の
行
政
権
限
を
大
幅
に
強
化
し
た
。

　

さ
ら
に
二
〇
〇
三
年
三
月
に
は
イ
ラ
ク
戦
争
を
開
始
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
政
権
の
大
量
破
壊
兵

器
開
発
・
保
有
、
ア
ル
カ
イ
ダ
と
の
提
携
を
根
拠
に
、
イ
ラ
ク
へ
の
武
力
行
使
を
主
張
し
た
。
ま
た
、
イ
ラ
ク
が
湾
岸
戦
争
停
戦

に
関
す
る
国
連
安
保
理
決
議
に
違
反
し
、
大
量
破
壊
兵
器
査
察
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
が
イ
ラ
ク
の
停
戦
合
意
侵
害
に
あ
た
り
、

そ
れ
だ
け
で
イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
行
使
を
可
能
に
す
る
根
拠
に
な
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
新
た
な
国
連
安
保

理
に
よ
る
対
イ
ラ
ク
武
力
行
使
承
認
決
議
は
不
必
要
と
い
う
の
が
基
本
的
姿
勢
だ
っ
た
。
米
国
内
で
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
国

連
安
保
理
審
議
に
先
立
っ
て
、
米
議
会
で
対
イ
ラ
ク
武
力
行
使
支
持
の
決
議
を
求
め
、
そ
れ
を
獲
得
し
た
。
湾
岸
戦
争
の
時
に
大

統
領
が
国
連
か
ら
の
支
持
を
重
視
し
、
米
議
会
か
ら
の
支
持
は
後
回
し
に
し
た
の
と
は
対
照
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
。
し
か
し

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
議
会
か
ら
の
支
持
取
り
付
け
に
際
し
て
も
、
過
去
の
大
統
領
と
同
じ
く
戦
争
権
限
法
に
つ
い
て
は
言
及
し
な

か
っ
た
。

　

ア
フ
ガ
ン
、
イ
ラ
ク
い
ず
れ
の
場
合
も
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
軍
最
高
司
令
官
と
い
う
役
割
ゆ
え
に
米
軍
部
隊
を
動
員
す
る
権
限
が
あ
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り
議
会
の
事
前
承
認
は
必
要
と
し
な
い
と
主
張
し
た
が
、
議
会
の
承
認
を
求
め
、
議
会
は
武
力
行
使
を
承
認
す
る
決
議
を
可
決
し

た
（
（（
（

。
ブ
ッ
シ
ュ
は
イ
ラ
ク
戦
争
の
場
合
は
二
〇
〇
二
年
一
一
月
の
中
間
選
挙
を
利
用
し
て
、
選
挙
を
前
に
大
統
領
の
足
を
引
っ

張
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
避
け
た
い
と
議
員
に
思
わ
せ
、
同
年
一
〇
月
に
決
議
を
採
択
さ
せ
た
。
こ
れ
は
議
会
が
宣
戦
布
告
は

避
け
、
大
統
領
に
戦
争
開
始
の
決
定
を
委
ね
た
と
同
じ
こ
と
だ
っ
た
。

　

多
く
の
学
者
、
専
門
家
は
戦
争
権
限
決
議
が
軍
最
高
司
令
官
で
あ
る
大
統
領
を
制
約
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
議
会
の
宣
戦
布

告
の
憲
法
上
の
役
割
を
弱
め
る
な
ど
の
理
由
で
、
決
議
を
無
効
化
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
議
会
は
大
統
領
が
戦
争
権

限
決
議
の
報
告
、
協
議
な
ど
の
条
項
を
順
守
し
な
い
こ
と
に
不
満
を
表
明
し
て
き
た
が
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
大
統
領
と
対
決
す

る
意
思
は
な
い
。
議
会
は
戦
争
開
始
に
お
け
る
役
割
を
演
じ
る
こ
と
に
関
し
て
躊
躇
が
あ
り
、
大
統
領
の
戦
争
開
始
に
対
し
て
公

衆
が
支
持
す
る
傾
向
が
強
い
た
め
議
会
は
強
い
異
議
を
唱
え
る
の
を
控
え
て
き
た
。
た
だ
一
九
九
三
年
の
ソ
マ
リ
ア
へ
の
米
軍
派

兵
の
よ
う
に
、
派
兵
が
失
敗
し
公
衆
も
派
兵
を
支
持
し
な
い
場
合
に
は
大
統
領
は
議
会
か
ら
の
反
対
に
対
し
非
常
に
脆
弱
な
立
場

に
立
つ
。五　

条
約
締
結

　

建
国
の
父
達
は
、
国
際
条
約
の
締
結
に
は
大
統
領
、
議
会
両
方
が
役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
と
考
え
た
。
交
渉
は
秘
密
裏
に
行
わ

れ
る
必
要
が
あ
る
場
合
が
多
く
、
大
統
領
が
外
国
首
脳
の
間
で
敬
意
を
払
わ
れ
る
必
要
か
ら
も
、
大
統
領
が
条
約
に
関
与
す
べ
き

だ
と
考
え
ら
れ
た
。
半
面
、
大
統
領
は
外
国
に
よ
る
腐
敗
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、
条
約
締
結
は
議
会
、
具
体
的
に
は
上
院
の
助
言

と
同
意
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
（
（（
（

。
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合
衆
国
憲
法
は
、
大
統
領
が
、
議
会
上
院
の
助
言
と
同
意
に
よ
り
、
条
約
を
締
結
す
る
権
限
を
も
つ
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の

場
合
に
は
、
上
院
の
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
必
要
と
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
過
半
数
な
ら
と
も
か
く
出
席
議
員

の
三
分
の
二
以
上
を
獲
得
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
む
し
ろ
、
議
会
は
政
府
の
外
交
政
策
に
影
響
を

与
え
て
い
る
。
た
だ
憲
法
は
、
条
約
、
議
会
の
助
言
・
同
意
の
明
確
な
定
義
は
行
っ
て
い
な
い
。
憲
法
は
当
初
、
上
院
が
一
種
の

顧
問
委
員
会
の
よ
う
な
立
場
で
、
条
約
交
渉
の
全
過
程
、
全
局
面
に
わ
た
っ
て
助
言
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
と
い
う
見
方
が

あ
る
が
、
歴
代
の
大
統
領
は
歴
史
的
に
そ
の
よ
う
な
関
与
を
上
院
に
許
し
て
こ
な
か
っ
た
（
（（
（

。
大
統
領
は
多
く
の
場
合
、
条
約
交
渉

に
上
院
議
員
の
代
表
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
臨
席
さ
せ
、「
助
言
と
同
意
」
の
条
件
を
形
式
的
に
満
た
す
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
用
い
て
き
た
。

　

歴
代
大
統
領
の
中
に
は
上
院
議
員
を
交
渉
担
当
者
あ
る
い
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
交
渉
に
参
加
さ
せ
る
場
合
も
、
あ
る
い
は

条
約
批
准
ま
で
上
院
を
条
約
交
渉
で
ま
っ
た
く
無
視
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
ま
た
上
院
は
大
統
領
が
交
渉
し
た
条
約
案
に
多
様
な

修
正
を
加
え
て
大
統
領
に
恥
を
か
か
せ
る
場
合
も
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の
よ
う
に
条
約
批
准
を
拒
否
す
る
場
合
も
あ
っ
た
（
（（
（

。
議
会

は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
に
大
統
領
に
対
し
て
権
限
を
よ
り
強
く
主
張
す
る
よ
う
に
な
り
、
条
約
交
渉
で
も
よ
り
大
き
な
役
割
を
求
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
憲
法
は
議
会
に
州
際
通
商
を
規
制
す
る
権
限
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
と
く
に
上
下
両
院
の
承
認
を

必
要
と
す
る
通
商
協
定
の
批
准
に
お
い
て
権
限
を
強
く
主
張
し
た
。

　

カ
ー
タ
ー
は
中
国
と
国
交
樹
立
し
た
が
、
中
国
側
の
要
求
に
応
じ
て
一
九
五
八
年
の
米
台
（
湾
）
相
互
防
衛
協
定
を
議
会
と
の

事
前
協
議
な
し
に
停
止
し
た
。
バ
リ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
上
院
議
員
ら
複
数
の
議
員
は
事
前
協
議
が
協
定
停
止
に
必
要

だ
っ
た
と
し
て
、
カ
ー
タ
ー
大
統
領
を
提
訴
し
た
。
連
邦
地
裁
は
大
統
領
と
上
院
が
と
も
に
協
定
停
止
の
決
定
に
参
加
す
る
必
要

性
を
指
摘
し
た
が
提
訴
は
却
下
し
、
連
邦
最
高
裁
は
上
告
を
棄
却
し
た
。
上
院
は
協
定
停
止
の
実
施
法
案
を
起
草
し
、
中
国
に
よ
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る
台
湾
の
武
力
統
一
を
脅
威
と
見
な
す
こ
と
を
含
め
た
実
施
法
案
の
制
定
を
勝
ち
取
っ
た
。
上
院
は
一
九
七
八
年
の
パ
ナ
マ
運
河

条
約
の
批
准
で
も
条
約
交
渉
に
大
統
領
と
対
等
の
積
極
的
役
割
を
果
た
し
、
批
准
ま
で
に
一
九
二
の
注
文
を
つ
け
、
そ
の
一
部
が

条
約
批
准
決
議
に
持
ち
込
ま
れ
た
（
（（
（

。
カ
ー
タ
ー
政
権
は
過
去
の
教
訓
か
ら
ソ
連
と
の
第
二
次
戦
略
兵
器
削
減
条
約
（
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ

Ⅱ
）
交
渉
で
は
議
会
の
助
言
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
上
院
か
ら
の
変
更
提
案
が
七
項
目
に
わ
た
り
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

　

ク
リ
ン
ト
ン
は
、
化
学
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
す
る
過
程
で
、
共
和
党
主
導
の
上
院
が
提
案
し
た
三
三
の
条
件
の
う
ち
二
八
を

受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま
た
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
上
院
に
譲
歩
し
て
、
そ
れ
ま
で
上
院
の
承
認
は
不
必
要
と
し
て
い
た

弾
道
弾
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
条
約
と
欧
州
通
常
戦
力
削
減
条
約
へ
の
変
更
に
つ
い
て
議
会
の
承
認
を
求
め
る
と
約
束
し
た
（
（（
（

。
ク
リ
ン
ト

ン
大
統
領
の
京
都
議
定
書
、
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
、
国
際
刑
事
裁
判
所
設
立
条
約
の
批
准
の
試
み
は
、
全
て
上
院
に
よ
り
拒

絶
さ
れ
た
。

　

米
国
史
上
、
一
二
〇
〇
以
上
の
条
約
が
締
結
さ
れ
、
上
院
に
よ
り
承
認
（
批
准
）
さ
れ
て
き
た
が
、
上
院
が
承
認
を
拒
ん
だ
の

は
二
〇
の
条
約
に
対
し
て
だ
け
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
以
降
に
限
っ
て
も
、
上
院
は
五
〇
〇
以
上
の
条
約
に
承
認
を
与
え
、
承
認

拒
否
は
二
つ
の
条
約
だ
け
で
あ
る
（
（（
（

。

　

た
だ
こ
の
数
字
に
は
、
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
大
統
領
が
上
院
提
出
を
撤
回
し
た
第
二
次
戦
略
兵
器
制
限
条
約
（
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ⅱ
）

な
ど
の
事
例
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ⅱ
の
場
合
、
上
院
は
条
約
に
ソ
連
が
受
け
入
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
修
正
条
項

を
組
み
入
れ
、
条
約
が
不
成
立
に
な
る
よ
う
仕
向
け
た
。
交
渉
開
始
か
ら
七
年
半
を
費
や
し
た
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ⅱ
は
一
九
七
九
年
六

月
、
よ
う
や
く
調
印
に
こ
ぎ
つ
け
た
が
、
同
年
十
二
月
、
ソ
連
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
侵
攻
し
た
た
め
、
米
国
は
議
会
の
批
准
審

議
を
打
ち
切
っ
た
。
ま
た
米
国
が
一
九
四
八
年
に
調
印
し
、
四
九
年
に
上
院
に
提
出
さ
れ
な
が
ら
、
一
九
八
八
年
ま
で
承
認
さ
れ

な
か
っ
た
大
虐
殺
防
止
処
罰
条
約
の
よ
う
な
国
際
条
約
も
あ
る
。
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ま
た
上
院
は
条
約
を
審
議
、
承
認
す
る
過
程
で
、
そ
の
条
約
に
様
々
な
修
正
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
七
八
九
年
か
ら

一
九
六
三
年
ま
で
の
間
に
、
上
院
は
審
議
し
た
条
約
の
六
九
％
に
対
し
て
文
言
の
修
正
を
加
え
た
。
カ
ー
タ
ー
政
権
当
時
に
締
結

さ
れ
た
パ
ナ
マ
運
河
条
約
の
場
合
、
上
院
は
一
四
五
の
修
正
を
行
っ
た
。
ま
た
大
統
領
や
議
会
の
条
約
解
釈
が
の
ち
に
異
な
っ
て

く
る
場
合
も
あ
り
、
一
九
七
二
年
に
締
結
さ
れ
た
弾
道
弾
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
（
Ａ
Ｂ
Ｍ
）
制
限
条
約
の
場
合
は
、
の
ち
に
大
統
領
と

議
会
、
さ
ら
に
米
国
と
ソ
連
の
間
で
大
き
く
解
釈
が
異
な
る
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
ら
が
推
進
し
た

戦
略
防
衛
構
想
（
Ｓ
Ｄ
Ｉ
）
の
実
現
可
能
性
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
（（
（

。
一
九
八
八
年
に
審
議
さ
れ
た
中
距
離
核
戦
力
（
Ｉ
Ｎ

Ｆ
）
条
約
も
解
釈
問
題
で
大
統
領
と
議
会
の
対
立
が
あ
り
、
上
院
は
、
上
院
の
承
認
な
し
で
大
統
領
が
条
約
を
再
解
釈
す
る
こ
と

を
禁
止
す
る
文
言
を
条
約
文
の
中
に
盛
り
込
ん
だ
（
（（
（

。

　

大
統
領
は
、
上
院
が
審
議
の
過
程
で
条
約
の
文
言
を
修
正
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
条
約
相
手
国
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
文

言
を
含
め
た
り
す
る
の
を
防
止
す
る
た
め
に
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
活
用
し
て
き
た
。
一
つ
は
、
条
約
の
代
わ
り
に
実
施
取
り
決
め
な

ど
の
行
政
協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
、
上
院
の
承
認
を
回
避
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
も
し
仮
に
大
統
領
の
締
結
し
た
条
約
が
上
院

で
否
決
さ
れ
た
場
合
、
廃
棄
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
、
大
統
領
は
上
院
の
同
意
を
必
要
と
し
な
い
行
政
協

定
を
し
ば
し
ば
結
ぶ
こ
と
が
あ
る
（
表
2
参
照
）。
も
う
一
つ
は
、
条
約
締
結
前
に
条
約
の
文
言
に
対
し
て
修
正
を
加
え
ず
、
調

印
さ
れ
た
条
約
を
丸
ご
と
承
認
す
る
か
拒
否
す
る
か
の
二
者
択
一
を
上
院
に
合
意
さ
せ
る
フ
ァ
ー
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
（
一
括
審
議
方

式
）
合
意
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
合
意
の
も
と
で
は
、
議
会
は
大
統
領
に
一
括
審
議
を
前
提
と
し
た
フ
ァ
ー
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク

交
渉
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

大
統
領
は
、
条
約
の
代
わ
り
に
行
政
協
定
を
結
ぶ
傾
向
が
強
ま
っ
て
お
り
、
一
九
四
六
年
か
ら
一
九
七
七
年
ま
で
の
期
間
に

は
、
条
約
は
四
五
一
締
結
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
行
政
協
定
は
七
二
〇
〇
以
上
合
意
さ
れ
た
（
（（
（

。
た
だ
こ
れ
ら
の
行
政
協
定
の
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八
七
％
が
、
す
で
に
議
会
が
承
認
し
た
条
約
に
基

づ
く
条
約
の
実
施
取
り
決
め
で
あ
る
。
余
り
に
も

上
院
の
承
認
を
経
な
い
行
政
協
定
あ
る
い
は
そ
の

存
在
す
ら
公
表
さ
れ
な
い
秘
密
合
意
が
増
え
た
た

め
、
議
会
側
で
は
行
政
府
に
全
て
の
行
政
協
定
を

議
会
に
通
知
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
立
法
措
置

へ
の
動
き
が
強
ま
っ
た
。

六　

行
政
協
定

　

大
統
領
は
条
約
締
結
権
を
も
つ
が
、
上
院
の
同

意
を
必
要
と
す
る
。
し
か
も
そ
れ
が
上
院
議
員
の

出
席
の
三
分
の
二
以
上
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
大

変
な
仕
事
と
な
る
。
そ
こ
で
大
統
領
は
し
ば
し
ば

行
政
協
定
の
名
の
も
と
に
お
い
て
、
内
容
的
に
は

条
約
と
殆
ど
変
わ
ら
な
い
重
要
協
定
を
結
ぶ
。
行

政
協
定
は
、
量
的
に
は
条
約
よ
り
も
は
る
か
に
多

く
、
内
容
的
に
も
条
約
と
殆
ど
変
わ
ら
な
い
。
法

表 2　条約締結数および行政協定数の推移（1789 年～ 1996 年）

条約数 行政協定数

1789-1839 60 27
1839-1889 215 238
1889-1929 382 763
1930-1932 49 41
1933-1944（F・ルーズベルト） 131 369
1945-1952（トルーマン） 132 1,324
1953-1960（アイゼンハワー） 89 1,834
1961-1963（ケネディ） 36 813
1964-1968（ジョンソン） 67 1,083
1969-1974（ニクソン） 93 1,317
1975-1976（フォード） 26 666
1977-1980（カーター） 79 1,476
1981-1988（レーガン） 125 2,840
1989-1992（ブッシュ） 67 1,371
1993-1996（クリントン第 1 期） 97 1,137

出典：Pfiffner, James P., The Modern Presidency, 3rd ed., St. Martin’s, 2000, p.187.

米大統領と外交政策

231



的
効
力
の
点
で
は
、
国
際
的
に
は
条
約
同
様
の
効
力
を
も
つ
が
、
国
内
的
に
は
最
高
の
法
で
は
な
く
条
約
に
劣
る
も
の
と
解
さ
れ

て
い
る
。
大
統
領
に
よ
る
行
政
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
憲
法
上
の
明
文
は
な
く
、
大
統
領
の
行
政
権
の
一
部
と
み
な
さ
れ
、
議
会

の
制
度
的
直
接
的
参
加
事
項
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
行
政
協
定
の
特
色
は
上
院
の
同
意
を
必
要
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
た
め
、
し
ば
し
ば
上
院
の
同
意
を
回
避
す
る
手
段
と
し
て
、
行
政
協
定
の
名
の
下
に
重
要
な
協
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
条
約
に
代
わ
る
便
宜
的
手
段
と
し
て
乱
用
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
政
府
間
の
合
意
に
は
上
院
の
三
分
の
二
以
上
の
支
持
に
よ
る
承
認
を
必
要
と
す
る
条
約
以
外
に
、
上
院
の
批
准
を

必
要
と
し
な
い
行
政
協
定
と
呼
ば
れ
る
行
政
合
意
（
行
政
取
決
め
）
も
あ
る
。
行
政
協
定
は
大
統
領
が
独
自
の
権
限
で
外
国
と
結

ぶ
こ
と
が
で
き
る
合
意
だ
が
、
そ
の
実
施
に
連
邦
予
算
が
必
要
に
な
る
場
合
は
、
上
下
両
院
各
々
に
よ
る
単
純
過
半
数
に
よ
る
承

認
を
必
要
と
す
る
。
た
だ
行
政
協
定
の
定
義
が
明
確
で
な
く
、
ど
う
い
う
内
容
の
合
意
が
条
約
に
よ
る
合
意
を
必
要
と
し
、
ど
う

い
う
内
容
が
行
政
協
定
で
事
足
り
る
の
か
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
ま
た
行
政
協
定
に
は
秘
密
協
定
も
あ
り
、
議
会
に
も
結
ば

れ
た
こ
と
が
秘
密
に
さ
れ
る
合
意
も
あ
る
。
傾
向
と
し
て
は
、
条
約
に
代
わ
っ
て
行
政
協
定
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、
政
府
間
合

意
の
大
半
は
行
政
協
定
で
あ
る
。

　

有
名
な
行
政
協
定
の
一
つ
は
一
九
四
〇
年
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
が
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相

と
の
間
に
締
結
し
た
駆
逐
艦
・
基
地
交
換
協
定
で
あ
る
。
当
時
中
立
を
保
っ
て
い
た
米
国
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス

に
対
し
、
同
協
定
で
ナ
チ
の
Ｕ
ボ
ー
ト
に
対
抗
す
る
対
潜
水
艦
軍
事
行
動
を
支
援
す
る
た
め
に
老
朽
駆
逐
艦
五
〇
隻
を
譲
渡
す
る

こ
と
を
合
意
し
た
。
米
国
は
見
返
り
と
し
て
、
パ
ナ
マ
運
河
周
辺
の
長
期
的
防
衛
強
化
の
た
め
に
、
カ
リ
ブ
海
に
点
在
す
る
イ
ギ

リ
ス
領
の
島
々
の
九
九
年
貸
与
契
約
を
得
た
（
（（
（

。
第
二
次
大
戦
時
の
二
大
協
定
で
あ
る
ヤ
ル
タ
条
約
と
ポ
ツ
ダ
ム
条
約
も
、
事
実
上

行
政
協
定
だ
っ
た
。
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ち
な
み
に
行
政
協
定
は
第
二
次
大
戦
後
急
激
に
増
え
続
け
、
米
国
が
他
国
と
合
意
に
達
し
た
取
り
決
め
の
九
五
％
が
行
政
協
定

で
あ
り
、
一
九
四
六
年
か
ら
九
七
年
の
間
に
八
〇
〇
以
上
の
行
政
協
定
が
結
ば
れ
た
（
（（
（

。

　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
モ
ン
ロ
ー
大
統
領
は
五
大
湖
に
お
け
る
米
英
の
艦
船
数
を
相
互
に
削
減
す
る
行
政
協
定
を
結
ぼ
う
と
し
て
、
大

統
領
が
行
政
協
定
を
結
ぶ
権
利
を
も
つ
か
ど
う
か
を
議
会
に
尋
ね
た
が
、
議
会
は
回
答
し
な
か
っ
た
。
連
邦
最
高
裁
は
一
九
三
七

年
の
ベ
ル
モ
ン
ト
判
例
で
、
大
統
領
が
行
政
協
定
を
結
ぶ
権
利
が
あ
る
こ
と
を
支
持
し
た
。
大
統
領
が
条
約
案
と
し
て
上
院
に
批

准
を
求
め
た
場
合
に
拒
否
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
を
行
政
協
定
と
し
て
締
結
す
る
場
合
が
多
い
（
（（
（

。
カ
ー
タ
ー
は
、
ソ
連
と
の

Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ⅱ
の
軍
備
管
理
協
定
を
条
約
と
し
て
上
院
に
批
准
を
求
め
、
も
し
も
上
院
が
批
准
を
拒
否
す
る
場
合
は
行
政
協
定
と
し

て
そ
れ
を
締
結
し
、
上
下
両
院
の
過
半
数
に
よ
り
承
認
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
議
会
は
一
九
五
〇
年
に
、
国
務
長
官
に
前

年
の
行
政
協
定
全
て
を
議
会
に
開
示
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
法
案
を
承
認
し
た
。
た
だ
国
家
安
全
保
障
上
の
秘
密
保
持
を
理
由

と
し
て
、
行
政
協
定
が
議
会
に
開
示
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
い
（
（（
（

。

　

米
国
は
南
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
多
く
の
行
政
協
定
を
結
び
、
そ
の
多
く
は
議
会
に
開
示
さ
れ
ず
、
そ
れ
が
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
へ
の
関
与
を
深
め
る
結
果
に
な
っ
た
（
（（
（

。
米
国
の
エ
チ
オ
ピ
ア
へ
の
軍
事
支
援
、
米
国
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、

一
九
六
四
年
か
ら
の
ラ
オ
ス
政
府
の
共
産
ゲ
リ
ラ
と
の
戦
闘
へ
の
支
援
な
ど
は
行
政
協
定
と
し
て
締
結
さ
れ
、
議
会
に
は
秘
密
に

さ
れ
て
い
た
。
議
会
は
、
秘
密
行
政
協
定
に
よ
り
、
議
会
の
外
交
に
お
け
る
憲
法
上
の
権
限
が
侵
害
さ
れ
、
議
会
が
知
ら
な
い
う

ち
に
米
国
の
海
外
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
増
大
す
る
こ
と
に
懸
念
を
深
め
て
い
っ
た
（
（（
（

。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
行
政
府
は
次
の
四
つ
を
根
拠
に
、
行
政
協
定
締
結
は
憲
法
上
認
め
ら
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
（
（（
（

。

①　

軍
の
最
高
司
令
官
と
し
て
の
権
限

②　

外
交
政
策
立
案
最
高
責
任
者
と
し
て
の
義
務
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③　

大
使
そ
の
他
の
公
使
を
受
け
入
れ
る
権
限

④　

法
律
が
忠
実
に
施
行
さ
れ
よ
う
配
慮
す
る
義
務

　

一
九
七
二
年
に
は
、
議
会
に
全
て
の
行
政
協
定
を
通
知
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
ケ
ー
ス
・
ザ
ブ
ロ
ス
キ
法
が
制
定
さ
れ
た
。

一
九
七
〇
年
代
初
め
に
は
、
議
会
が
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
行
政
協
定
が
四
〇
〇
〇
以
上
存
在
し
た
と
い
わ
れ
る
（
（（
（

。
48
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
は
、
こ
の
う
ち
の
多
く
が
了
解
覚
書
、
口
頭
了
解
、
政
治
的
意
図
に
関
す
る
声
明
と
い
っ
た
非
公
式
的
性
格
の
も
の
で
あ
る

と
弁
明
し
た
（
（（
（

。

　

議
会
は
一
九
七
二
年
に
ケ
ー
ス
法
を
承
認
、
制
定
さ
せ
、
大
統
領
に
全
て
の
行
政
協
定
を
締
結
か
ら
六
〇
日
以
内
に
議
会
に
開

示
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
。
た
だ
秘
密
行
政
協
定
に
関
し
て
は
、
上
下
両
院
の
外
交
委
員
会
に
限
定
し
て
開
示
す
れ
ば
い
い
と

し
た
。
秘
密
行
政
協
定
は
外
交
委
員
会
の
委
員
長
に
だ
け
開
示
さ
れ
、
委
員
長
は
他
の
議
員
に
そ
れ
を
開
示
し
な
い
傾
向
が
あ
っ

た
た
め
、
秘
密
行
政
協
定
に
は
余
り
透
明
性
は
保
証
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

大
統
領
が
行
政
協
定
の
定
義
が
明
確
で
な
く
大
統
領
が
そ
れ
を
自
由
に
解
釈
で
き
る
こ
と
を
利
用
し
て
、
合
意
を
議
会
に
開
示

す
る
こ
と
を
回
避
し
た
。
ケ
ー
ス
法
制
定
か
ら
一
九
七
五
年
ま
で
に
大
統
領
が
締
結
し
た
行
政
協
定
の
数
は
四
〇
〇
～
六
〇
〇
に

及
ん
だ
が
、
ど
れ
一
つ
と
し
て
議
会
に
は
開
示
さ
れ
な
か
っ
た
（
（（
（

。
開
示
さ
れ
な
か
っ
た
行
政
協
定
の
一
つ
は
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統

領
が
南
ベ
ト
ナ
ム
の
グ
エ
ン
・
バ
ン
チ
ュ
ー
大
統
領
に
宛
て
た
書
簡
で
、
北
ベ
ト
ナ
ム
が
パ
リ
和
平
合
意
に
違
反
す
る
場
合
に

米
国
は
軍
の
全
力
を
動
員
し
て
対
処
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
も
の
だ
っ
た
（
（（
（

。
議
会
は
こ
う
し
た
秘
密
行
政
協
定
を
快
し
と
せ
ず
、

一
九
七
五
年
に
北
ベ
ト
ナ
ム
が
南
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
侵
攻
を
開
始
し
た
時
に
南
ベ
ト
ナ
ム
に
追
加
軍
事
援
助
を
提
供
す
る
こ
と
を
拒

否
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
ケ
ー
ス
法
を
修
正
し
て
行
政
協
定
の
定
義
を
明
瞭
に
し
た
り
、
議
会
が
行
政
協
定
開
示
後
六
〇
日
以
内

に
合
意
に
拒
否
権
を
行
使
で
き
る
こ
と
を
規
定
す
る
法
案
が
出
さ
れ
、
行
政
協
定
に
お
け
る
大
統
領
権
限
を
規
制
し
、
議
会
の
権
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限
を
増
大
す
る
試
み
が
さ
れ
て
き
た
が
、
大
統
領
の
拒
否
権
行
使
が
確
実
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
成
立
し
て
こ
な
か
っ
た
。

　

議
会
に
全
て
の
行
政
協
定
を
通
知
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
ケ
ー
ス
・
ザ
ブ
ロ
フ
ス
キ
法
は
、
二
〇
世
紀
末
の
大
統
領
が
行
政

協
定
を
締
結
す
る
妨
げ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
レ
ー
ガ
ン
が
八
年
の
任
期
中
（
一
九
八
一
～
八
九
年
）
に
締
結
し
た
条
約
は
わ
ず

か
一
二
五
だ
が
、
ど
の
米
大
統
領
を
も
凌
ぐ
二
八
四
〇
の
行
政
協
定
を
承
認
し
て
い
る
。
次
の
ブ
ッ
シ
ュ
が
承
認
し
た
行
政
協
定

は
一
三
五
〇
、
ク
リ
ン
ト
ン
は
二
期
在
職
中
一
八
七
〇
で
あ
る
。
ニ
ク
ソ
ン
か
ら
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
ま
で
の
行
政
協
定
と
条
約
の

比
率
は
十
八
対
一
で
あ
る
（
（（
（

。
建
国
の
父
た
ち
が
議
会
に
条
約
批
准
権
限
を
与
え
た
と
き
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
特
権
と
し
て
こ
の
協
定
を
使
う
の
が
大
統
領
の
常
套
手
段
と
な
っ
て
い
る
。

七　

貿
易
、
海
外
援
助

　

大
統
領
は
貿
易
、
海
外
援
助
を
外
交
手
段
と
し
て
活
用
し
て
き
た
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
最
終
的

決
定
権
を
持
つ
の
は
予
算
承
認
権
限
を
も
つ
議
会
で
あ
る
。

　

通
商
政
策
あ
る
い
は
貿
易
政
策
は
外
交
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。
貿
易
は
他
国
と
の
間
の
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
重
要
な
要

素
で
あ
り
、
戦
争
を
防
止
し
二
国
間
、
多
国
間
の
繋
が
り
を
強
化
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
ま
た
自
国
お
よ
び
他
国
の
経
済

発
展
に
貢
献
し
、
政
治
的
安
定
の
基
礎
に
も
な
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
が
国
内
的
に
は
最
も
重
要
な
の
だ
が
、
自
由
貿
易
は
米
企
業

全
体
を
利
し
、
米
国
の
富
を
増
大
さ
せ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
外
交
政
策
専
門
家
の
見
地
か
ら
す
る
と
、
強
い
米
経
済
は
多
く
の
利

益
を
も
た
ら
す
。
国
防
費
に
多
く
を
回
す
こ
と
が
で
き
、
概
し
て
大
統
領
は
経
済
危
機
に
あ
る
と
き
と
比
べ
外
交
お
よ
び
外
交
政

策
に
集
中
で
き
、
議
会
も
海
外
援
助
、
新
大
使
館
、
諸
外
国
と
の
円
滑
な
関
係
の
助
け
と
な
る
諸
々
に
気
前
よ
く
支
出
で
き
る
。
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貿
易
政
策
が
国
内
問
題
で
あ
る
限
り
は
、
外
交
政
策
の
観
点
か
ら
論
じ
る
こ
と
な
ど
そ
れ
ほ
ど
な
い
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
貿
易
政
策
に
つ
い
て
の
重
要
な
事
実
は
、
経
済
が
国
内
に
も
た
ら
す
様
々
な
利
益
の
た
め
に
、
議
会
や
大
統
領
は
そ
う
し

た
利
益
に
都
合
の
い
い
政
策
を
と
る
よ
う
非
常
な
圧
力
を
受
け
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
輸
出
会
社
や
輸
出
産
業
界
は
開
か
れ
た
海

外
市
場
を
維
持
で
き
る
政
策
を
望
む
も
の
で
あ
る
（
（（
（

。
輸
入
会
社
や
輸
入
産
業
界
は
、
販
売
用
の
製
品
や
自
社
製
品
組
み
立
て
用
の

部
品
に
か
か
る
関
税
や
通
関
費
用
は
低
い
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
外
国
企
業
と
の
競
争
に
晒
さ
れ
て
い
る
国
内
企
業

は
、
米
国
の
消
費
者
に
売
り
易
い
よ
う
に
、
高
関
税
や
外
国
製
品
の
輸
入
量
を
規
制
す
る
輸
入
割
当
を
望
む
（
（（
（

。

　

最
後
に
、
国
内
産
業
を
満
足
さ
せ
続
け
、
他
国
と
の
良
好
な
関
係
を
維
持
し
、
共
通
の
利
益
を
促
進
す
る
自
由
貿
易
に
専
心
す

る
国
際
組
織
に
誠
意
を
も
っ
て
参
加
す
る
と
い
う
目
標
を
全
て
満
足
さ
せ
る
た
め
に
は
、
中
央
政
府
は
紙
一
重
の
と
こ
ろ
を
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
貿
易
政
策
は
外
政
、
内
政
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
分
野
で
最
も
厄
介
な
政
策
の
一
つ
で

あ
る
。

　

貿
易
、
海
外
援
助
に
お
い
て
も
、
議
会
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
以
降
、
議
会
の
役
割
や
権
限
を
強
化
す
る
動
き
を
強
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。
米
議
会
は
一
九
七
四
年
、
通
商
条
約
の
交
渉
、
批
准
を
迅
速
化
す
る
た
め
に
、
批
准
段
階
で
締
結
後
の
通
商
条
約
案
に

議
会
が
修
正
を
加
え
る
こ
と
を
許
さ
な
い
で
一
定
期
間
内
に
批
准
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
権
限
を
大
統
領

に
付
与
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、
議
会
は
上
下
両
院
の
一
定
数
の
議
員
が
交
渉
顧
問
に
な
る
こ
と
に
よ
り
議
会
が
通
商
条
約
交
渉
で

大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
要
求
し
、
環
境
、
労
働
な
ど
の
国
内
利
益
を
交
渉
に
お
い
て
考
慮
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
。
レ
ー

ガ
ン
は
貿
易
、
海
外
援
助
に
お
け
る
大
統
領
権
限
に
対
す
る
規
制
を
低
減
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
北
米
自
由

貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
促
進
し
た
が
、
議
会
は
大
統
領
に
フ
ァ
ー
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
妊

娠
中
絶
規
制
法
案
の
成
立
な
く
し
て
米
国
の
国
連
拠
出
金
の
支
払
い
予
算
を
拒
否
し
て
、
大
統
領
と
対
立
し
た
。
ま
た
議
会
は
国

武蔵野法学第 5・6 号

236



際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
へ
の
資
金
拠
出
を
遅
ら
せ
た
。

　

米
国
は
毎
年
、
何
百
億
ド
ル
も
の
資
金
を
海
外
援
助
に
あ
て
て
い
る
（
（（
（

。
海
外
援
助
は
か
な
り
古
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、

第
二
次
大
戦
以
降
、
発
展
途
上
国
が
植
民
地
か
ら
独
立
し
た
時
点
か
ら
、
一
層
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
発
展
途
上

国
は
先
進
国
の
財
政
的
・
技
術
的
・
教
育
的
援
助
を
受
け
て
自
国
の
政
治
的
安
定
、
経
済
的
発
展
、
あ
る
い
は
、
軍
事
的
安
全
保

障
を
は
か
る
必
要
が
あ
っ
た
。
先
進
国
も
発
展
途
上
国
の
資
源
お
よ
び
市
場
を
求
め
て
援
助
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
海
外
援
助

に
は
、
外
国
へ
の
武
器
売
却
・
供
与
も
含
ま
れ
て
い
る
。
海
外
援
助
は
米
国
の
年
間
予
算
の
一
％
未
満
で
、
海
外
援
助
の
対
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
で
米
国
に
勝
る
国
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
海
外
援
助
の
総
額
で
は
米
国
は
世
界
で
も
断
然
ト
ッ
プ
で
あ

る
。
米
国
の
海
外
援
助
の
最
大
の
も
の
は
イ
ス
ラ
エ
ル
お
よ
び
エ
ジ
プ
ト
へ
の
対
外
軍
事
援
助
で
、
こ
れ
は
一
九
四
〇
年
代
に
始

ま
り
、
一
九
七
〇
年
代
初
期
の
中
東
危
機
、
石
油
危
機
に
お
い
て
中
東
地
域
の
安
定
と
石
油
価
格
の
安
定
の
た
め
に
援
助
額
が
急

増
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
エ
ジ
プ
ト
両
方
に
援
助
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
中
東
地
域
に
お
け
る
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
、
地

域
の
安
定
を
促
進
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
過
激
派
テ
ロ
組
織
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
国
々
へ
の
支
援
が
増
加
し
て
い
る
。

　

軍
事
援
助
に
比
べ
人
道
支
援
や
民
主
主
義
促
進
の
た
め
の
援
助
に
充
て
ら
れ
る
額
は
小
さ
い
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
米
国
は

選
挙
を
平
和
的
に
遂
行
す
る
た
め
に
ウ
ガ
ン
ダ
に
援
助
し
て
い
る
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ケ
ニ
ア
、
ハ
イ
チ
で
は
、
米
国
の
支
援

に
よ
っ
て
市
民
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
、
貧
し
い
人
々
に
薬
品
や
食
品
を
配
給
し
て
い
る
。
ま
た
、
被
災
国
救
済
に
も
お
金
を

使
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
二
〇
〇
五
年
の
津
波
後
）、
パ
キ
ス
タ
ン
（
二
〇
〇
八
年
と
二
〇
一
〇
年
の
地
震
後
）、
日
本

（
二
〇
一
一
年
の
地
震
後
）
な
ど
で
あ
る
。
人
道
支
援
は
、
国
益
や
世
界
的
経
済
安
定
と
は
直
接
結
び
つ
か
な
い
純
粋
に
人
道
的

な
動
機
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
軍
事
支
援
は
、
議
会
と
大
統
領
が
決
め
た
米
国
の
国
益
を
前
進
さ
せ
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
海
外
で
民
主
主
義
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
も
外
交
政
策
の
意
味
合
い
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
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外
交
政
策
の
分
野
に
お
い
て
も
国
内
政
策
は
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
米
国
の
対
外
支
援
の
中
に
は
、
政
治
家
の
国
内
ア
ジ
ェ
ン

ダ
に
付
随
し
た
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
発
令
し
た
行
政
命
令
に
よ
っ
て
、
堕

胎
に
賛
同
す
る
組
織
に
米
国
の
お
金
を
使
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
堕
胎
に
反
対
す
る
多
く
の
共
和
党
選
挙
民
の
意

向
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
政
策
は
オ
バ
マ
大
統
領
に
よ
っ
て
撤
廃
さ
れ
た
。
二
〇
一
一
年
に
新
た
に
下
院
で
過
半
数
を
占

め
た
野
党
共
和
党
が
、
気
候
変
動
の
影
響
に
対
処
す
る
諸
外
国
を
支
援
し
よ
う
と
し
た
オ
バ
マ
政
権
を
阻
止
す
る
意
向
を
表
明
し

た
。
こ
の
立
場
は
、
気
候
変
動
の
重
大
さ
に
懐
疑
的
な
一
部
共
和
党
議
員
の
懐
疑
主
義
を
反
映
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
政
府
の
措

置
が
気
候
変
動
を
止
め
る
こ
と
に
は
た
し
て
役
立
つ
の
か
、
と
い
っ
た
そ
の
他
の
共
和
党
議
員
の
懐
疑
主
義
を
反
映
し
た
も
の
で

も
あ
っ
た
。

八　

適
切
な
バ
ラ
ン
ス

　

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
統
領
の
時
代
か
ら
今
日
ま
で
、
大
統
領
と
議
会
は
対
外
関
係
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
め
ぐ
っ
て
し
の

ぎ
を
削
っ
て
き
た
。
そ
し
て
議
会
と
大
統
領
の
活
発
な
相
互
作
用
は
二
一
世
紀
も
、
米
外
交
政
策
決
定
過
程
に
お
い
て
顕
著
な
特

徴
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
段
階
ま
で
の
時
代
は
、
行
政
府
が
外
交
政
策
面
に
お
い

て
卓
越
し
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
代
と
七
〇
年
代
は
、
議
会
の
発
言
力
は
よ
り
大
き
く
、
明
瞭
な
も
の
に
な
っ
た
（
（（
（

。
外
交
政
策
決

定
過
程
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
め
ぐ
る
大
統
領
と
議
会
の
闘
争
に
お
い
て
、
議
会
の
影
響
力
が
七
〇
年
代
を
通
じ
て
、
今
日

ま
で
著
し
く
増
大
し
て
き
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
二
一
世
紀
に
入
り
こ
の
傾
向
が
ど
の
程
度
ま
で
拡
大
し
続
け
る
か
は
不
確
定

で
あ
る
。
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こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
の
殆
ど
に
お
い
て
、
大
統
領
は
議
会
と
の
事
前
協
議
な
し
で
米
軍
海
外
派
兵
、
他
国

と
の
合
意
、
秘
密
政
治
軍
事
工
作
な
ど
外
交
を
実
施
す
る
主
導
的
役
割
を
維
持
し
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
大
統
領
が
外
交
に

関
し
て
最
も
多
く
の
情
報
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
と
外
交
に
お
い
て
大
統
領
が
柔
軟
に
外
交
を
促
進
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と

い
う
議
会
の
願
望
、
大
統
領
が
外
交
を
主
導
す
る
こ
と
に
議
会
が
慣
れ
っ
こ
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
事
実
な
ど
が
あ
っ
た
。
し
か
し

議
会
は
特
定
の
状
況
下
に
お
い
て
の
み
大
統
領
に
外
交
の
自
由
と
裁
量
権
を
与
え
て
き
た
結
果
、
大
統
領
が
あ
ら
ゆ
る
状
況
下
に

お
い
て
外
交
の
自
由
と
裁
量
を
当
然
の
こ
と
と
考
え
る
状
況
を
生
み
出
し
て
き
た
。
そ
れ
で
も
外
交
政
策
の
運
用
が
順
調
に
い
っ
て

い
る
間
は
よ
か
っ
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
破
綻
が
深
刻
に
な
る
に
つ
れ
、
大
統
領
の
外
交
に
お
け

る
権
力
濫
用
、
判
断
ミ
ス
が
露
わ
に
な
り
、
議
会
、
米
国
民
の
大
統
領
の
外
交
へ
の
不
信
が
強
ま
っ
た
。
こ
の
結
果
、
議
会
が
大
統

領
の
外
交
権
限
を
抑
制
し
、
議
会
の
外
交
で
の
役
割
を
強
化
す
る
動
き
を
強
め
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
一
九
七
二
年
に
は
議
会
は
外

交
と
の
行
政
協
定
締
結
に
お
け
る
議
会
の
役
割
を
拡
大
し
、
七
三
年
に
は
イ
ン
ド
シ
ナ
で
の
戦
闘
活
動
に
連
邦
資
金
を
使
う
こ
と

を
禁
止
す
る
法
律
を
制
定
し
た
。
一
九
七
〇
年
代
半
ば
に
は
、
議
会
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
活
動
の
規
制
を
強
化
し
、
大
統
領
の
海
外
援
助
に

お
け
る
権
限
を
抑
制
す
る
一
連
の
法
律
を
制
定
し
た
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
を
通
じ
て
政
治
的
な
影
響
力
を
失
っ
た
ニ
ク
ソ
ン

大
統
領
は
、
こ
う
し
た
議
会
の
外
交
分
野
へ
の
進
出
に
対
し
て
無
力
で
、
そ
れ
を
許
容
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
カ
ー
タ
ー
も
内
政
、

外
交
で
経
験
が
な
く
、
そ
の
政
策
も
失
敗
が
多
く
、
議
会
の
外
交
進
出
の
モ
メ
ン
タ
ム
を
抑
制
で
き
な
か
っ
た
。

　

議
会
が
外
交
に
お
け
る
役
割
、
権
限
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
好
ま
し
い
結
果
を
生
ま
な
か
っ
た
。
一
人
の
大
統
領
に

比
べ
、
議
会
は
上
院
一
〇
〇
人
、
下
院
四
三
五
人
の
五
三
五
人
の
議
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
外
交

へ
の
考
え
を
持
っ
て
お
り
、
様
々
な
利
益
団
体
の
影
響
を
受
け
る
立
場
に
あ
る
。
法
案
に
対
す
る
議
員
の
態
度
や
考
え
方
を
左
右

す
る
の
は
上
下
両
院
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
の
思
想
や
選
挙
区
の
利
害
関
心
で
あ
る
。
共
和
党
で
あ
ろ
う
と
民
主
党
で
あ
ろ
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う
と
、
所
属
政
党
が
議
員
の
こ
う
し
た
考
慮
に
優
先
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
で
あ
る
。
選
挙
区
の
利
害
に
関
わ
る

外
交
政
策
に
つ
い
て
は
、
議
員
は
「
選
挙
区
大
使
」
と
し
て
選
挙
区
の
重
要
な
利
益
を
重
視
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
に
お
け
る

利
益
の
委
任
代
表
と
し
て
行
動
す
る
。
議
会
の
組
織
を
考
え
て
も
、
上
院
の
一
七
の
常
設
委
員
会
の
う
ち
の
一
四
委
員
会
、
下
院

の
二
〇
の
常
設
委
員
会
の
う
ち
の
一
七
委
員
会
が
外
交
に
何
ら
か
の
権
限
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
多
様
な
委
員
会
、
議
員
を

調
整
し
、
外
交
政
策
を
統
合
し
て
一
貫
し
た
政
策
を
ま
と
め
あ
げ
る
の
は
不
可
能
に
近
い
。
議
会
が
外
交
政
策
立
法
過
程
で
、
行

政
府
に
対
し
て
完
全
に
独
立
の
立
場
で
活
動
す
る
の
が
委
員
会
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
制
度
は
、
米
国
な
ら
で
は
の
多
元
的
な
利

益
を
政
府
立
案
過
程
に
吸
収
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

　

議
会
の
過
剰
な
外
交
へ
の
関
与
の
弊
害
の
例
と
し
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
パ
ナ
マ
運
河
条
約
交
渉
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
ジ

ン
バ
ブ
エ
に
関
す
る
交
渉
な
ど
が
あ
る
。
一
九
七
八
年
に
は
条
約
批
准
の
権
限
を
も
つ
上
院
の
個
々
の
上
院
議
員
が
独
自
に
パ
ナ

マ
詣
で
を
行
っ
て
、
パ
ナ
マ
政
府
と
の
交
渉
を
行
い
、
混
乱
を
招
い
た
。
一
九
七
九
年
に
は
中
米
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
ソ
モ
サ
大
統
領

（
当
時
）
退
陣
に
関
す
る
交
渉
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
・
ロ
ー
デ
シ
ア
の
白
人
と
黒
人
の
人
種
対
立
の
解
消
に
向
け
て
の
交
渉
で
は
、
米

政
府
の
交
渉
代
表
だ
け
で
な
く
、
議
員
も
交
渉
に
参
加
し
た
。
こ
の
状
況
は
、
諸
外
国
か
ら
見
て
、
米
政
府
に
お
い
て
誰
が
米
外

交
の
正
式
な
代
表
と
し
て
交
渉
に
責
任
を
持
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
混
乱
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
、
外
交
に
マ
イ
ナ
ス
に

な
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
議
会
の
外
交
政
策
へ
の
関
与
増
大
が
混
乱
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
反
省
が
、
議
会
内
か
ら

も
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
も
う
一
度
大
統
領
の
外
交
政
策
に
お
け
る
権
限
を
回
復
す
る
動
き
が
強
ま
っ
た
。
一
九
八
〇
年

代
に
は
カ
ー
タ
ー
、
レ
ー
ガ
ン
の
要
請
に
よ
り
、
議
会
は
大
統
領
の
通
商
、
海
外
援
助
の
運
用
へ
の
規
制
を
弱
め
る
法
案
を
承
認

し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
（
父
）
は
一
九
九
〇
年
に
国
務
省
の
予
算
権
限
法
案
に
署
名
す
る
際
に
、
議
会
が
外
交
に
課
し
た
一
連
の
制
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約
は
憲
法
が
規
定
す
る
大
統
領
の
外
交
権
限
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
約
に
は
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
言
し

た
（
（（
（

。
た
だ
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
相
互
依
存
性
の
増
大
に
よ
り
、
内
政
と
外
交
が
よ
り
深
く
関
わ
り
影
響
し
あ
う
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
議
員
、
議
会
も
外
交
政
策
へ
の
関
与
を
増
大
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
今
後
も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
米
ソ

冷
戦
時
代
に
は
米
国
と
し
て
ソ
連
に
対
し
て
統
一
し
た
政
策
を
打
ち
出
す
必
要
か
ら
、
議
会
が
大
統
領
の
外
交
政
策
を
支
持
し
、

団
結
を
示
し
て
き
た
。
し
か
し
ソ
連
が
崩
壊
し
、
冷
戦
が
終
結
し
た
現
在
、
議
会
が
こ
う
し
た
結
束
を
示
す
必
要
が
薄
れ
て
い

る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
も
、
ブ
ッ
シ
ュ
（
息
子
）
が
イ
ラ
ク
の
核
兵
器
な
ど
大
量
破
壊
兵
器
の
開
発
、
備
蓄
、
テ
ロ
リ
ス

ト
と
の
繋
が
り
を
口
実
に
二
〇
〇
三
年
か
ら
イ
ラ
ク
戦
争
に
踏
み
切
っ
た
が
、
そ
の
後
イ
ラ
ク
国
内
で
大
量
破
壊
兵
器
は
発
見
さ

れ
ず
、
議
会
、
公
衆
の
間
で
は
イ
ラ
ク
戦
争
は
大
統
領
の
判
断
ミ
ス
に
よ
る
も
の
だ
と
の
見
方
が
強
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

一
九
三
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
ま
で
、
議
会
が
外
交
に
お
け
る
受
け
身
の
消
極
的
役
割
に
終
始
し
て
き
た
状
況
に
逆
戻
り
す
る
こ

と
は
あ
り
え
な
い
。

　

議
会
の
委
員
会
の
中
で
、
外
交
政
策
を
も
っ
と
も
広
く
扱
う
の
が
上
院
外
交
委
員
会
と
下
院
外
交
委
員
会
で
あ
る
。
外
交
委
員

会
は
、
こ
れ
ま
で
外
交
政
策
の
発
展
と
政
策
を
実
行
に
移
す
た
め
に
議
会
の
機
能
の
一
部
と
し
て
、
政
府
や
議
会
の
政
治
的
性
格

に
関
係
な
く
、
そ
の
時
々
の
現
実
に
合
わ
せ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
政
策
の
決
定
は
政
府
が
下
し
た
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち

で
、
政
府
の
実
施
が
は
か
ど
る
よ
う
に
承
認
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
委
員
会
の
重
要
な
役
割
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
外
交
問
題
に

お
け
る
大
統
領
の
専
制
的
傾
向
に
対
す
る
反
省
か
ら
、
政
府
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
判
断
を
疑
い
も
な
く
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
国

民
に
奉
仕
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
外
交
政
策
や
国
家
の
安
全
保
障
に
関
す
る
政
府
の
提
案
に

対
し
て
は
、
真
に
独
立
的
か
つ
批
判
的
に
判
断
を
行
う
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
委
員
会
の
機
能
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
、

委
員
会
は
外
交
政
策
決
定
に
お
い
て
、
政
府
の
承
認
者
の
地
位
に
甘
ん
じ
る
こ
と
で
も
、
ま
た
支
配
的
立
場
を
追
及
す
る
こ
と
で
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も
な
く
、
政
府
と
議
会
と
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
生
み
出
す
、
よ
り
効
果
的
な
方
法
を
追
求
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

九　

お
わ
り
に

　

米
外
交
政
策
の
遂
行
に
お
い
て
、
議
会
が
将
来
的
に
重
要
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
る
の
は
確
実
で
あ
る
が
、
外
交
政
策
に
お

け
る
大
統
領
の
強
力
な
役
割
を
指
摘
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
第
一
に
、
議
会
に
は
調
整
に
向
け
た
努
力
と
い
っ
た
点
で
大
き

な
困
難
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
米
外
交
政
策
へ
の
議
会
の
関
与
が
効
果
薄
だ
っ
た
り
、
望
ま
し
く
な
い
結
果
を
生
む
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
る
。
議
会
が
集
団
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
増
進
さ
せ
る
ま
で
は
、
大
統
領
の
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
に
反
応
す
る
だ
け
の
機
関

で
あ
り
つ
づ
け
る
だ
ろ
う
。
第
二
に
、
外
交
政
策
へ
の
議
会
の
関
与
は
、
比
較
的
に
弱
い
大
統
領
が
政
権
に
あ
る
と
き
に
強
化
さ

れ
て
き
た
。
ニ
ク
ソ
ン
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
で
消
耗
し
き
り
、
後
を
継
い
だ
フ
ォ
ー
ド
は
消
極
的
な
、
受
動
的
な
大
統
領

に
な
り
、
カ
ー
タ
ー
の
正
直
さ
そ
の
も
の
の
や
り
方
は
す
ぐ
に
議
会
の
不
和
を
招
い
た
。
そ
れ
で
も
大
統
領
の
権
限
は
依
然
強
力

で
、
レ
ー
ガ
ン
が
実
証
し
て
み
せ
た
よ
う
に
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
大
統
領
の
権
限
が
回
復
し
た
。

　

第
三
に
、
危
機
的
局
面
に
あ
っ
て
は
、
大
統
領
が
優
勢
に
な
る
傾
向
が
強
い
。
国
家
の
非
常
時
、
と
く
に
湾
岸
戦
争
で
明
ら
か

な
よ
う
に
米
軍
の
海
外
派
兵
が
絡
む
よ
う
な
場
合
は
、
国
民
は
大
統
領
に
頼
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
国
際
政
治
が
次
第
に
複

雑
化
し
、
米
国
の
社
会
や
政
治
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
国
際
政
治
の
要
求
が
強
ま
る
に
つ
れ
て
、
強
い
大
統
領
が
引
き
続
き
求
め
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
冷
戦
終
結
は
、
国
家
安
全
保
障
官
僚
制
度
が
衰
退
し
、
海
外
に
お
け
る
軍
隊
行
使
の
規
模
が
縮
小
し
た
結
果
か
も

し
れ
な
い
が
、
国
際
問
題
へ
の
米
国
の
関
与
お
よ
び
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
二
一
世
紀
に
は
行
っ
て
も
、
当
分
の
間
は
続
く
で
あ

ろ
う
（
（（
（

。
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確
か
に
議
会
は
、
外
交
政
策
決
定
過
程
に
お
い
て
、
第
一
義
的
な
権
限
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
大
統

領
が
、
国
家
の
最
高
指
導
者
と
し
て
ま
た
軍
の
最
高
指
揮
者
と
し
て
、
外
交
政
策
に
お
け
る
最
大
の
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
は

認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
議
会
が
外
交
政
策
決
定
に
お
け
る
日
々
の
行
動
か
ら
比
較
的
か
け
離
れ
た
存
在
で
あ
る
と
は
い

え
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
議
会
が
政
治
機
構
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
な
い
が
し
ろ
に
す
べ
き
で
は
な
い
（
（（
（

。
国
民

の
権
利
に
基
づ
い
て
、
大
統
領
が
外
交
政
策
決
定
に
お
け
る
指
導
権
と
そ
の
決
定
権
を
も
つ
こ
と
は
事
実
と
し
て
も
、
議
会
は
、

微
妙
に
し
て
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
い
て
効
果
的
に
、
多
く
の
外
交
政
策
に
つ
い
て
の
全
体
と
し
て
の
流
れ
や
、
上
限
、

下
限
を
設
定
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
決
定
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
（
（（
（

。
例
え
ば
、
大
統
領
の
軍
事
力
行
使
の
制
限

を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
議
会
は
「
外
交
上
の
冒
険
主
義
」
お
よ
び
「
米
国
の
過
度
に
海
外
拡
張
主
義
」
に
走
る
傾
向
に
対
し

て
強
力
な
抑
制
を
生
み
出
す
（
（（
（

。

　

し
た
が
っ
て
議
会
は
、
大
統
領
が
そ
の
決
定
を
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
行
う
の
か
、
ま
た
そ
の
決
定
に
よ
る
実
施
に
関

し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
い
か
に
し
て
行
う
の
か
に
、
絶
え
ず
注
意
の
目
を
向
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
議
会
は
、
大

統
領
が
外
交
政
策
に
つ
い
て
の
決
定
や
そ
の
遂
行
に
お
い
て
権
力
を
乱
用
し
た
り
、
誤
り
を
犯
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
に

は
、
す
ぐ
に
大
統
領
の
権
限
の
制
限
や
決
定
の
修
正
を
迫
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
、
議
会
が
国
民
に
代
わ
っ
て
政
府
を

監
視
し
、
抑
制
す
る
と
い
う
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
の
伝
統
的
機
能
を
果
た
す
こ
と
で
あ
る
。
外
交
に
お
け

る
役
割
の
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
は
、
大
統
領
が
外
交
の
様
々
な
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
外
交
を
主
導
し
、
議
会
は
そ
れ
を
監
視
す
る
役

割
を
強
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
落
ち
着
き
そ
う
だ
。�

（
了
）
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